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気
ボ
ン
プ
の
譜
 

私
の
名
前
は
太
郎
 
お
と
し
は
五
十
八
才
 

こ
れ
で
も
昔
は
 
は
な
や
か
だ
っ
た

：
・
 

な
に
し
ろ
大
正
の
は
じ
め
か
ら
昭
和
の
二
十
年
代
 

ま
で
は
 
ス
タ
ー
の
座
に
君
臨
し
て
 

い
た
の
で
す
か
ら

・
・
一
 

一
番
の
思
い
出
は
 
昭
和
十
九
年
と
二
十
「
年
の
 

あ
の
大
火
だ

・
：
 

ほ
か
の
ポ
ン
プ
が
ふ
う
ふ
う
言
っ
て
る
中
で
 

私
は
二
日
間
ぶ
っ
通
し
放
水
を
続
け
た
ん
だ

・
・
・
 

い
や
 
い
ま
だ
っ
て
食
べ
も
の
 （燃
料
と
水
）
 
さ
え
 

続
け
ぱ
 
何
日
だ
っ
て
が
ん
ば
る
さ

・
・
・
 

で
も
 
無
理
は
す
ま
い

・
・
・
 

消
防
学
校
へ
行
っ
た

「
花
子」
 
は
どう
し
て
る
 

か
な
あ

・
・
・
 

市
で
は
農
業
後
継
者

の
育
成

を
図
る
た
め
、

指
導
研

修
施

設
で
あ
る

「
広
域
農
業
セ
ン
タ
 
 

ー
」
を
四
十
七
年
度
か
ら
五
カ

年
計
画
で
建
設
し

市
独
自
で

運
営
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
周

辺
に

は
、
施
設
園
芸
場
も
併
設

し
て
近
代
的
な
大
型
機
械
を
導

入
し
、
果
樹
栽
培
な
ど

の
実
地

指
導
を
行
な
っ
て
近
代
農
業
経

営
の
に
な
い
手
と
し
て
の
後
継

者
づ
く
り

に
あ
た
り
ま
す
。
 

「広
域
農
業
セ
ン
タ
ー
」
 
を

建
設
す
る

の
は
、
市
内
毘
沙
門
 

（
中熊
石
）
地
区
で
、
計
画
で

は
四
十
七
、
四
十
八
両
年
度
で

セ
ン
タ
ー
の
中
心
施
設
と
な
る

鉄
筋
二
階
建
、
総
面
積
三
百
三

十
九
平
方
屑
の

「
管
理
｛「
と
と
 

「
研
修
室
」
を
建
設
、
同
時
に

三
分
の
施
設
園
芸
場
の
造
成
を

お
こ
な
い
ま
す
。
管
理
室
と
研

修
室
は
八
月
上
旬
に
着
工
し
、
 

四
十
七
年
度
内
に
は
完
成
し
、
 

四
十
八
年
度
四
月
に
は
開
所
の
 

・

《
定
で
す
。
ほ
か
に
附
属
施
設

予
“
 
，
 
ー

‘
ーー

ー
ー
ー
 

と
し
て
研
修
生
の

「
宿泊
施
設
 

」
を
は
じ

め
、
大
型
機
械
の

「
 

格
納
庫
」
 
か
ら
「
機械
修
理
場
 

」
も
完
備
し
、

ト
ラ
ク
タ
ー
や
 
 

ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ヤ
ー
、
ト
レ

ン
チ
ヤ
ー
な
ど
の
近
代
的
な
大

型
農
業
の
機
械
を
導
入
し
ま
す

セ
ン
タ
ー
で
は
定
期
的
に
研

修
生
を
募
集
し
、
毎
年
四
月
か

ら
長
期
研
修

（
中卒
者
二
年
間

高
卒
者
一
年
間
）
と
短
期
研
修
 

（
農
業
経
営
者
ー
力

月
間
）
 

の
宿
泊

研
修
を
お
こ

な

い
ま

す
。
 

研
修
で
は

「
農
業
の
概
論
」
 

や

「
水
稲
」
 
「
果樹
」
な
ど
の

科
目
勉
強
か
ら
大
型
機
械
の

「
 

運
転
」
 
「
修理
」
な
ど
の
実
習

を
並
行
し
て
お
こ
な
い
、
施
設

園
芸
場
に
設
け
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
に
よ
る
野
菜
の
促
成
栽
培

り
ん
ど
の
わ
い
性
台
木
の
育
成

な
ど
新
し
い
野
菜
、
果
樹
の
栽

培
指
導
を
し
な
が
ら
収
益
を
研

修
生
に
還
元
す
る
方
法
も
検
討
 

水
難
防

止
訓
練

に

講

師

を
派

遺
 

八
月
は
、
学
校
の
夏
休
み
で

水
泳
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
水
難

の
防
止
の
た
め
五
所
川
原
市
消

防
署
は
専
門
の
講
師
に
必
要
器

材
を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
 

子
供
会
や
P
T
A
の
集
ま
り

な
ど
の
際
、
人
工
呼
吸
法
な
ど

水
難
事
故
防
止
に
つ
い
て
実
習

を
希
望
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
あ

り
ま
し
た
ら
五
所
川
原
市
消
防

署
電
話
⑤
ニ
O
一
九
番
へ
ご

一

報
く
だ
さ
い
。
講
師
を
派
遣
L
 

実
施
指
導
を
行
な
い
ま
す
プ
 
 

し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
ほ
か
後
継
者
の
研
修
に

限
ら
ず
、
西
北
五
の
広
域
圏
の

農
業
大
学
を
開
い
た
り
中
堅
農

業
経
営
者
の
再
教
育
や
生
活
改

善
グ
ル
ー
プ
の
実
習
、
農
業
研

究
団
体
の
研
修
交
歓
会
な
ど
巾

広
い
目
的
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
 

セ
ン
タ
ー
に
は
所
長
以
下
、
 

指
導
員
と
職
員
を
常
置
し
、
講

師
陣
に
は
県
農
試
か
ら
派
遣
し

て
も
ら
う
ほ
か
、
資
格
を
持
つ

農
林
課
職
員
な
ど
を
充
て
る
計

画
で
す
。
 

夏
休
み
期
間
中

愛
 

の

メ
ロ
デ

イ
ー
を
 

学
校
の
夏
休
み
期
間
の
七
月

二
十
七
日
ー
八
月
二
十
日
ま
で

五
所
川
原
警
察
署
は
有
線
放
送

で
一
日
二
回
愛
の
メ
ロ
デ
イ
ー
 

を
流
し
ま
す
。
▽
」
」
後
五

時
三

十
分
の
メ
ロ
デ
イ
ー
。
こ
ど
も

は
遊
び
を
や
め
て
う
ち
へ
帰
り

お
て
つ
だ
い
を
し
、
タ
飯
は
家

族
い
っ
し
よ
に
し
ま
し
よ
う
。
 

▽
午
後
八
時
の
メ
ロ
デ
イ
ー
。
 

こ
ど
も
は
、
寝
る
時
間
で
す
。
 

市政ダイヤIレ 

その日の 

行事や予定は 

でんわ⑤4321 



第 1 分団の 133人 

集中豪雨の 

原を清掃奉仕 ー
 

!
 

!

/
 

でんわ⑤1414 

住みよい 

環境づくりに 

生活環境パトロール本部 夏
の
海

へ
 

「
か

っ
ば
号
」
走
る
 

国
鉄
で
は
、
こ
と
し
も
例
年

の
よ
う
に
割
引
切
符
の
発
売
と

弘
前
、
深
浦
間
に

「
か
っば
号
 

」
 
を次
の
日
程
で
運
転
し
ま
す

割
引
切
符
の
発
売
は
、
七
月

十
五
日
か
ら
八
月
二
十
日
ま
で

で
五
所
川
原
ー
深
浦
間
は
、
お

と
な
四
六
〇
円
、
こ
ど
も
二
一
一

〇
円
、
五
所
川
原
ー
千
畳
敷
間

は
お
と
な
三
六
〇
円
、
こ
ど
も

一
六
〇
円
で
、

い
ず
れ
も
五
所

川
原
か
ら
の
往
復
に
限
り
ま
す
 

「
か
っば
号
」
 
の運
転
は
七
月

一
一十
六
日

ー
八
月
十
三
日
ま
で

で
す
。
 

す
。
 

流れついたごみを清掃する消防団員（乾橋附近で） 
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市
消
防
団
第
一
分
団

（鶴
谷

芳
松
分
団
長
）
 
は
、七
月
十
一

日
、
集
中
豪
雨
で
流
さ
れ
て
き

た
岩
木
川
原
の
ご
み
を
清
掃
し

市
民
か
ら

感
謝
さ
れ
て
い

ま

す
。
 

1

七
月
水

害
に

各
ー
一
 

r

地

か
ら

見
舞

L
 

4
7年
7
月
豪
雨
に
よ
る
災
害

に
各
地
か
ら
お
見
舞
い
が
届
け

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

◇
市
内
上
平
井
町
、
 
「
つ
ぼ

み
乳
児
院
」
院
長
林
き
わ
さ
ん

が
現
金
一
万
円
 

◇
市
内
平
和
町
、
日
照
田
愛

子
さ
ん
が
、
衣
類
三
十
点

（
以

上
は
市
福
祉
事
務
所
受
付
分
）
 

◇
福
島
県
原
町
市
旭
町
一
丁

目
、
有
限
会
社
「
三
幸
洋
装
」
 

が
深
浦
町
の
水
害
被
災
者
に
と

日
赤
五
所
川
原
分
区
を
と
お
し

て
衣
類
二
百
二
十
七
点
 

1

一
日
一
円
で

補
償

ー
一
 

r
交
通
災

害
共
済
L
 

み
ん
な

交
通
災
害
共

済
へ
 

V
一
日
一
円

（
年額
三
五
〇

円
）
で
大
き
な
補
償
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
 

▽
加
入
申
込
み
は
 

市
役
所
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
課
、
 

ま
た
は
各
支
所
の
窓
ロ
で
受
け

付
け
し
て
い
し
ま
す
。
詳
し
く

は
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
課
、
各
支
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

当
日
は
、
市
消
防
団

の
定
期

観
閲
式
が
終
わ
っ
た
あ
と
式
に

参
加
し
た
百
三
十
三
人
が
清
掃

奉
仕
を
か
っ
て
で
た
も
の
で
、
 

岩
木
川
原
は
、
七
月
七
日
か
ら

九
日
に
か
け
東
北
地
方
を
襲
っ

た
集
中
豪
雨
の
た
め
上
流
か
ら

流
れ
て
き
た
大
小
の
ご
み
が
元

町
浄
水
場
附
近
か
ら
北
斗
グ
ラ

ウ
ン
ド

ー
帯
に
か
け
じ
ゆ
う
た

ん
の
よ
う
に
敷
か
れ
て
い
ま
し
 

た
。
 

団
員
た
ち
は
、
 

ホ
ウ
キ
で

一
面

に
散
ら
ば
っ
た

ご
み
を
か
青
極
木

め
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
転
が
っ
て
い

る
流
木
を
数
人

が
か
り
で
運
び

あ
げ
る
な
ど
汗

だ
く
の
奮
闘
で
 

ー
カ
所
に
集
め

た
あ
と
燃
や
し

て
、
き
れ
い
に

跡
片
づ
を
し
、
 

地
元
民
か
ら
喜

こ
ば

れ
ま
し

た
。
 

産
米
の
品
質
の
向
上
は
、
病

害
虫
の
適
期
防
除
と
施
肥
量
の

い
か
ん
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
 

追
肥
は
、
品
種
の
特
性
に
あ

わ
せ
適
量
窒
適
期
に
行
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
 

八
月
上
旬
の
出
穂
直
前
に
は

ニ
カ
メ
イ
チ
ュ
ウ
、
首
い
も
ち

も
ん
が
れ

病
の
防

除
時
期
で

す
。
防
除
適
期
を
に
が
さ
な
い

よ
う
に
出
穂
状
態
に
十
分
注
意

し
ま
し
よ
う
。
 

使
用
す
る
薬
剤
は

ス
ミ
チ
オ

ン
乳
（
粉
）
剤
、
ァ
ッ
パ
水
和
 

（粉
）
剤
、
バ
ダ
ン
水
溶
（
粉
 

）
 
剤
、ス
パ
ノ
ン
粉
剤
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
三
種
同
時
防
除

を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
粉
剤

使
用
の
場
合
は
、
三
種
混
合
剤

を
使
用
し
ま
す
。
 

鎌
谷
町

通
り
 

片
側
通
行

止
め
 

県
道
元
町
ー
吹
畑
線
の
鎌
谷

町
通
り
が
舗
装
工
事
の
た
め
七

月
十
四
日
か
ら
九
月
八
日
ま
で

車
両
だ
け
片
側
通
行
止
め
に
な

っ
て
い
ま
す
。
 

舗
装
工
事
現
場
で
は
、
ダ
ン

プ
カ
ー
や
ミ
キ
サ
ー
車
な
ど
の

重
車
両
の
通
行
が
激
し
い
の
で

歩
行
者
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
 

も
ん
が
れ
防
除
剤
に
は
ネ
オ

ア
ソ
ジ
ン
、
 モ
ン
キ
ル
、
 セ
ン

キ
ッ
ト
の
乳
、
水
和
、
粉
剤
が

あ
り
ま
す
が
、
も
ん
が
れ
防
除

剤
は
薬
害
が
出
や
す
い
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
穂
ぞ
ろ
い
期

に
は
穂
い
も
ち
、
も
ん
が
れ
が

引
き
続
き
出
ま
す
が
、
葉
い
も

ち
が
と
く
に
多
い
場
合
は
穂
ぞ

ろ
い
五
日
ー
七
日
後
に
も
散
布

す
る
ほ
か
、
粉
剤
は
多
少
降
雨

が
あ
っ
て
も
散
布
し
出
穂
後
の

防
除
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

「
中
三

」
が
日
赤
の

銀
 

色
有
功
章

社
員

に

株
式
会
社
「
中
「
亡
 
（
中村

伸
太
郎
社
長
）
 
は
こ
のほ
ど
、
 

昭
和
四
十
七
年
度
日
本
赤
十
字

社
の

「法
人
銀
色
有
功
章
社
員
 

」
 
に加
入
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

同
じ
境
遇
に
あ
る
人
達
の
団
結

を
は
か
り
、
障
害
を
克
服
し
て

行
く
た
め
新
入
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
 

当
福
祉
会
で
は
、
旧
町
と
支

所
単
位
に
支
部
が
あ
り
ま
す
の

で
、
入
会
か
希
望
さ
れ
る
方
は

支
部
長
か
最
寄
り
の
役
員
の
人

に
年
会
費
三
六
〇
円
を
そ
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

出
穂
前
の
 

首
い
も
ち
に

注
意
 



夏まつり 

虫おくりに13組参加 

	3日から7日までー 

―市の施設見学会ー 

△と き 8 月 9 日午前粕時から午後3時終了

△申込み方法 8 月 5 日までハガキに住所、氏

名、年令、職業を書いて市情報課にお申し込

みください。 （定員50名） 

△見学コース 市役所前（集合）～衛生処理セ

ンター～勤労青少年体育センター～津軽フラ

ワーセンター～松島会館～学校給食センター 

～元町浄水場～三道会館～市役所の順です。 

△経 費 昼食代として100円いただきます。 

なお施設見学会は10月まで毎月1回、第2水曜

日を予定しています。 

事
 

行
 

り
ノ
 

夏まつ 

八
月
七
日
  

（月
）
 
 

八
月
六
日
  

（
日）
 
 

八
月
五
日
  

（
土）
 
 

八
月
四
日
  

（
金）
 
 

八
月
三
日
  

（
木）
 
 

午
前
九
時
 

窃
O
f
t
 

 

午
後
」
蒔

午
後

一
時

午
後
七
時

午
前
九
時

午
後
七
時

午
前
十
時
  

ー
 
後
七
時

午
後

一
時

午
前
九
時
 

午
後
七
時
 

午
後
七
時
 

市
内
小
学
校
相
撲
大
会
 

西
北
五
中
学
校
相
撲
大
会
 

ね
 
ぷ
 

た
 

運
 

行
 

一
 

 

ね
 
ぷ
 

た
 

運
 

行
 

市
内

一
円
 

ね
 

ぷ
 
た
 

運
 

行
 

市
内

一
円
 

フ
オ
ー
ク
・
フ
エ
ス
テ
バ
ル
 

お
祭
り
広
場
 

虫
 
お
 
く
 
り
 
大
 
会
 

市
内

一
円
 
ー
  

齢
難

)
E

念
杯
争奪
素
人の
ど
自慢
歌鷺
（

纏
 

西
北
五

銃
剣

導
大

会
 
ー

お
祭
り
広
場

（
雨

花
 

火
 

沃
 
会
 

岩
木
川
河
畔
 

験
騒
舞
譲
難

」
 
市
中
一
円
緩
 

甚
 

句
 

大
 

会
 

三
道
演
武
大
会

（柔
道
、
剣
道
、
弓
道
）
 
 

市
内

一
円
 

特
設
相
撲
場
 

岩
木
川
河
畔
 

三
道
A
電
 

市
役
所
前
 

お
祭
り
広
場
 

③
 

市
と
市
観
光
協
会
、
五
所
川

原
商
工
会
議
所
、
同
青
年
会
議

所
主
催
の

「
五
所
川
原
夏
ま
つ

り
」
 
は
八月
三
日

（
木
）
 
か
ら

同
七
日

（
月
）
ま
で
の
五
日
間

に
わ
た
っ
て
盛
大

に
行
な
わ

れ
ま
す
。
 

ま
つ
り
初
日
の
三
日
は
、
完

成
し
た
市
庁
舎
前
の
お
祭
り
広

場
で

「
甚
句
大
ム
ど
が

行
な
わ

れ
る
の
を
皮
切
り
に
、
 
「
花
火

大
会
」
 
は
二
日
目
の四
日

（
金
 

）
午
後
七
時
か
ら
岩
木
川
原
河

畔
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
ま
つ
り

の
呼
び
物

「
虫
お
く
り
大
合

は
、
三
日
目
の
五
日
 
（
土）
午

前
九
時
か
ら
市
内

一
円
に
わ
た

っ
て
ね
り
歩
き
ま
す
が
、
こ
と

し
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
十
三
組

の
出
場
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
 

‘
 

ま
た
五
日
か
ら
始
ま
る

「
ね

ぷ
た
運
行
」
 
には
人
形
組
み
ね

ぷ
た
や
こ
ど
も
ね
ぷ
た
、
あ
わ

せ
て
十
二
台
が
参
加
す
る
予
定

で
あ
り
、
ま
つ
り
期
間
を
通
じ

て
二
十
万
の
人
出
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
 

ま
つ
り
期
間
中

の
行
事
は
別

表
の
と
お
り
で
す
。
 

な
お
津
軽
鉄
道
で
は
五
所
川

原
駅
発
二
一
時
二
十
分
（
四
、
 

五
、
六
の
三
日
間
）
 
を
臨時
運

行
し
ま
す
。
 

青
年
の

主
張
 

横
田
さ
ん
講
演

市
の

「
国
連
青
少
年
の
家
」
 

で
は
、
N
H
K

「
青
年
の
主
張
 

」
全
国
大
会
で
最
優
秀
賞
奮

又

け
た
横
田
邦
子
さ
ん
 
（東
京
都
 

・
 

学
生
）
 
の講
演
会
を
八
月
五
日

一
 

（
土）
午
後
二
時
か
ら
市
民
文

化
会
館
で
開
き
ま
す
。
 

市
納

貯
連
 

功
労

者
を
表
彰

市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

（
 

村
上
純
一
会
長
）
 
は
、こ
の
ほ

ど
開
い
た
総
会
で
次
の
優
良
支

部
、
納
税
貯
蓄
組
合
、
功
労
者

を
表
彰
し
ま
し
た
。
 

▽
優
良
支
部
 
毘
沙
門
、
中
川

▽
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
 
末
広

町
、
姥
落
、
桜
田
振
興
、
藻
川

新
生
、
 一
野
坪
、
福
岡
第
一
、
 

上
町
、
上
長
富
、
上
前
田
野
目

中
泉
下
 

▽
功
労
者
 
秋
元
滝
太
郎
、
藤
 

一
 
馬
【y
甘
x
コ
E「
一1

・
ー
 

ー
防
災

協
会
長
賞
 

『ー
一
 
肖

？
一
 
塁
「
一」
ー
“
 

五
所
川
原
市
消
防
署
（
対
馬

義
勝
署
長
）
 
は
、永
年
に
わ
た

る
防
災
の
功
労
が
認
め
ら
れ
こ

の
ほ
ど
全
国
防
災
協
会
か
ら
表

彰
を
受
け
、
青
森
市
で
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。
 

表
彰
の
対
象
に
な
っ
た
の
は

集
中
豪
雨
な
ど

に
よ
り
と
く
に

岩
木
川
や
飯
詰
川
、
旧
十
川
の

増
水
に
際
し
て
適
切
な
処
置
を

と
り
災
害
を
未
然
に
防
い
だ
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

一
 

一
 
貯

蓄
申
告

一
 
一
 
書
を

提
出
 

し
て
お
け
ば
ひ
と
り
、
百
五
十

万
円
 
（
元本
）
 
ま
での
貯
蓄
の
 

田
藤
太
郎
、
岡
田
又
一
、
小
山

内
文
子
、
森
武

一
、
葛
西
三
蔵

竹
林
順
逸
、
山
口
清
作
、
大
坂

健
太
郎
、
福
士
茂
雄
 

一
 
預
貯
金

一
 
や
合

同
運
 

』
ビ
《
 
用
信
託
、
 

『’
 

公
社
債
投

士
コ
 
資
信

託
、
 

・

十
 
公

債
、
特
 

、
ょ
 
・日

I
 
定
の
社
債
 

？
亡
 
な
ど

は
、
 

,
t
 
》
山
かL
 
預
け
入
れ

△
立
 
圧
オ
‘
 
先
の
銀
行
 

爵
振

終
競
 

一
L
 

利
子
に
対
し
て
税
金
は
か
か
り

ま
せ
ん
。
 

国
債
は
、
前
記
の
預
貯
金
と

は
別
ワ
ク
で
額
面
百
万
円
ま
で

の
利
子
に
は
税
金
が
か
か
り
ま

せ
ん
。
 サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
、
勤

労
者
財
産
形
成
貯
蓄
契
約
に
基

づ
い
て
お
こ
な
う
貯
蓄
は
、
百

万
円
 
（
元本
）
 
ま
での
利
子
に

は
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
 

（
五
所
川
原
税
務
署
）
 

野
外
植

物
に
 

親
し

も
う
 

第
六
回

「
市
民
野
外
植
物
に

親
し
む
会
」
 
は
、八
月
二
十
三

日

（
水）
午
後
五
時
か
ら

六
時

ま
で
行
な
い
ま
す
。
参
加
希
望

者
は
、
メ
モ
帳
を
準
備
し
乾
橋

下
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
雨

天
で
も
決
行
し
ま
す
。
 



夏の防犯運動 

性犯罪を追放 
▽
カ
セ
ン
ソ
ウ

（
キ
ク科
 

）
。
日
あ
た
り
の
ょ
い
原
野

な
ど
に
生
え
 

す
。
 

高
さ
七
十
 

セ
ン
チ
ば
か
り
で
直
立
し
、
 

先
に

ヒ
マ
ワ
リ
を
小
さ
く
し
 

た
感
じ
の
美
し
い
黄
花
を

つ
 

け
ま
す
。
 

花
の
姿
が
と
て
も
美
し
い
 

と
こ
ろ
か
ら
ク
歌
仙
草
4
と

い
う
和
名
が

つ
き
ま
し
た
。
 

▽
ノ
コ
ギ
リ
ソ
ウ
 
（
キ
ク科
 

）
。
山
の
道
端
な
ど
に
生
え

る
多
年
草
で
す
。
和
名
は
ク

鋸
切
り
草
ク
で
、
そ
の
葉
が
 

ノ
コ
切
り
の
歯
の
よ
う
に
切

れ
こ
み
が
あ
る
と
こ
ろ
に
由

来
し
た
も
の
で
す
。
花
の
色

は
白
と
ピ
ン
ク
が
あ
り
ま
す

▽
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
 
（
ユ
リ
 

科
）
。
津
軽
で
は
ク
カ
ン
ソ

ク
ク
ケ
ン
ソ
4
と
呼
ん
で
い

て
、
若
芽
を
食
用
に
し
て
い

ま
す
。
田
の
あ
ぜ
、
道
端
の

薮
の
中
に
ダ
イ
ダ
イ
色
の
花

を
つ
け
目
立
っ
て
い
ま
す
。
 

和
名
は
ク
薮
 

カ
ャ
草
ク
で
 

ヤ
ブ
に
生
え
 

て
い
る
と
こ
 

ろ
に
由
来
し
ま
す
。
背
丈
ー
 

メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
多
年
草
 

で
す
。
 

〇
 

〇
 

る
多
年草
で
 
津
軽

フ
ラ

ワ
ー

セ
ン

タ

ー
 

(8
月
上
旬

ノ
8
月
中
旬
）
 

④ 

こ
と
し
も

七
月
二
十
一

日
か
ら
八
月

二
十
日
ま
で

の
ー
カ
月
間

に
わ
た
っ
て
 

「
夏
の
防
犯

運
動
」
が
行

な
わ
れ
て
い

ま
す
。
 

五
所
川
原

警
察
署
で
は

▽
少
年
の
非

行
の
防
止
と

健
全
な
育
成
 

▽
盗
難
の
予
防
 

▽
「
性
犯
罪
暴
力
の
追
放
」
 

▽
水
死
事
故
の
防
止
 

を
重
点
に
運
動
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
 

と
く
に
夏
の
間
に
は
、
性
犯

罪
が
目
立
っ
て
増
加
し
ま
す
の

で
次
の
こ
と
を
守
り

ま
し

よ
 

1
一
回
目
の
じ

や
J
 

r
こ
釣

り
大

会

L
 

市
の

「
太陽
と
雪
の
課
」
、
 

岩
木
川
漁
業
協
同
組
合
五
所
川

原
支
部
共
催
の
第
一
回

「市
民

じ
や
こ
釣
り
大
会
」
 
は
、八
月

三
日

（
木）
午
前
六
時
か
ら
乾

橋
附
近
の

岩
木

川
で

行
な

い

ま
す
。
 

参
加
希
望
者
は
二
日
正
午
ま

で

「
太陽
と
雪
の
課
」
 
へお
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
料
は

無
料
。
今
後
は
毎
月
第
四
日
曜

日
に
行
な
い
ま
す
の
で
、
 一
般

市
民
の
参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
 

A
ノ
 ▽

自
動
車
を
利
用
し
た
送
り

迎
え
や
ァ
ベ
 
ック
の
甘
言
に
の

せ
ら
れ
な
い
こ
と
 

▽
夜
道
の
ひ
と
り
歩
き
は
極

力
さ
け
、
勤
め
や
仕
事
の
都
合

で
遅
く
な
る
と
き

は
家
人
の
迎

え
を
た
の
む
こ
と
 

▽
見
知
ら
ぬ
男
に
愛
想
笑
い

は
つ
つ
し
み
、
軽
々
し
く
相
手

に
な
ら
ぬ
こ
と
 

▽
暗
い
場
所
で
の
て
ヘ
 
ック

や
呼
び
出
し
に
は
、
つ
と
め
て

応
じ
な
い
こ
と
 

▽
夏
の
寝
乱
れ
姿
は
ね
ら
わ

れ
る
も
と
で
す
か
ら
、
就
寝
時

の
戸
締
り
に
注
意
す
る
こ
と

▽
幼
女
に
対
し
て
人
通
り
の

な
い
道
案
内
や
お
金
、
菓
子
な
 

県
と
県
観
光
連
盟
は
、
第
十

二
回
県
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

の
作
品
を
次

の
要
領
で
募
集
し

て
い
ま
す
。
 

▽
題
材
 
国
立
、
国
定
公
園

の
十
和
田
、
下
北
半
島
を
は
じ

め
県
立
公
園
、
そ
の
ほ
か
観
光

地
か
取
材
し

た
写
真
で
、
観
光

宣
伝
印
刷
物

（
ポ
ス
タ
ー
、
パ

ン
フ
レ
 ツ
ト
な
ど
）
 
に使
用
で

き
る
も
の
 

▽
作
品
 
リ
バ
ー
サ
ル
カ
ラ
 

ー
で
サ
イ
ズ
は
六
×
六
以
上
と

し
、
未
発
表
の
も
の
 

▽
締
切
日
 
昭
和
四
十
七
年
 
 

ど
の
甘
言
に
誘
惑
さ
れ
な
い
よ

う
、

、平
素
の
し
つ
け
に
心
が
け

る
こ
と
 

▽
被
害
に
か
か
っ
た
ら
事
件

の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
早
く
届

け
出
る
こ
と
 

（
五
所川
原
警
察
署
）
 

十
一
月
十
五
日
 

▽
発
表
 
昭
和
四
十
七
年
十

一
月
二
十
五
日

（予
定
）
新
聞

な
ど
に
発
表
す
る
。
 

▽
送
り
先
 
青
森
市
長
島
一

丁
目
、
青
森
県
観
光
鉱
政
課
内

青
森
県
観
光
連
盟
、
観
光
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
係
 

▽
賞
 
特
選
一
点
、
知
事
賞

お
よ
び
副
賞

（
賞
金
三
万円
）
 

準
特
選
二
点

（
賞
金
二
万円
）
 

入
選
十
五
点

（
同
五千
円
）
佳

作
十
五
点

（
同
三
千
円）
 

な
お
、
応
募
上
の
注
意
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
県
観
光
鉱
政
 
 

課
に
お
問
い
あ

わ
せ
く
だ
さ
 

い
。
 お

は
よ
う
サ

イ
ク
 

ル
六
日
お
こ
な
う
 

第
四
回

「
お
は
ょう
市
民
サ

イ
ク
リ
ン
グ
」
 
は
、八
月
六
日
 

（
日）
午
前
六
時
か
ら
市
民
文

化
会
館
ー
三
好
橋
間
往
復
十
ー
ー
 

キ
ロの
コ
ー
ス
で
行
な
い
ま
す
。
 

参
加
さ
れ
る
人
は
原
則
と
し

て
小
学
校
四
年
生
以
上
で
、
四

年
生
以
下
の
児
童
は
父
兄
同
伴

で
お
願
い
し
ま
す
。
 

参
加
す
る
人
は
午
前
五
時
五

十
分
ま
で
に
市
民
文
化
会
館
前

に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
な
お

市
の
 
「
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ッ
少

年
団
」
 
の
第四
回
例
会
は
、
当

日
午
前
十
時
か
ら

行
な
い

ま

す
。
 

一
自
衛
官
募
集
」
 

▽
ニ
等
陸
海
空
士
 

十
八
歳
ー
二
十
四
歳
ま
で
の
 

男
女
が
応
募
で
き
ま
す
 

▽
自
衛
隊
生
徒
 

中
学
三
年
と
高
校

一
年
生
が
 

受
験
で
き
ま
す
 

▽
防
衛
大
学
生
 

高
校
三
年
と
高
卒
二
十
一
歳
 

ま
で
受
験
で
き
ま
す
 

▽
航
空
学
生
 

高
校
三
年
と
高
卒
二
十
歳
ま
 

で
受
験
で
き
ま
す
 

詳
し
く
は
、
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
 

課
、
ま
た
は
市
内
寺
町
二
〇
、
 

自
衛
隊
五
所

川
原
募
集
事

務
 

所
、
電
話
⑤
二
」
う

五
番
へ
お
 

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

圏
 

圏
 

8月の明日を開く

映画の会 

家族みんなで楽しみ、ために 

なる映画です。料金は無料で・ 

す。 

▽と き 8 月 5日（土曜日） 

午後2時～4時 

▽ところ 市民文化会館ホール 

▽上映映画 

カラースコープ 

「太平洋ひとりほつち」 

家庭教育映画 

「水におほれないために」 

観
光
写
真
を
募
集
 

締
切
は
十
一
月
十
五
日
 



消
防
団
観
閲
式
 

⑤
 

市
消
防
団
の
定
期
観
閲
式
は

七
月
十
一
日
、
八
百
四
十
余
人

の
団
員
が
参
加
し

て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
裏
田
町
通
り
に
集

合
し
た
団
員
は
、
服
装
や
機
械

器
具
の
装
備
点
検
を
し
た
あ
と

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
目
抜
き

通
り
を
分
列
行
進
し
、
西
北
中

央
病
院
前
で
佐
々
木
市
長
の
観

閲
を
う
け
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と

市
民
文
化
会

館
前
に
地
区

単
位
の
大
隊

ご
と
に
整
列

し
た
団
員
は

殉
職
団
員
に

黙
と
う
を
さ

さ
げ
、
永
年

勤
続
団
員
な

ど
の
表
彰
を

行
な
っ
た
あ

と
、
万
才
を

三
唱
し
て
正

后
散
会
し
ま

し
た
。
こ
の

日
の
分
列
行
 

青
少
年
健
全

育
成
運
動
の
ー
 

つ
と
し
て
、
青

少
年
を
非
行
や

諸
事
故
か
ら
守

り
、
楽
し
い
夏

休
み
と
余
暇
を

過
ど
し
て
も
ら

う
た
め
、
こ
と

し
も
、
七
月
一
一

十
七
日
か
ら
八
 

月
二
十
日
ま
で
の
日
程
で
、
市

青
少
年
問
題
協
議
会
、
市
学
校

警
察
連
絡
協
議
会
、
市
少
年
補

導
協
力
員
連
絡
会
な
ど

の
関
係

団
体
か
ら
、
百
七
十
三
名
が
、
 

連
日
、
午
前
、
午
後
、
夜
の
三

回
に
わ
た
り
、
岩
木
川
原
、
キ

ヤ
ン
プ
地
、
デ
パ
ー
ト
、
待
合

室
、
映
画
館
、
喫
茶
店
、
パ
チ

ン
コ
店
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
、
釣
 

盛
大
に
終
わ
る
 

進
に

は
、
 す
で

に
名
物

と
な

っ
た
蒸
気
ポ
ン
プ
 
「
太
郎」
が

馬
に
ひ
か
れ
て
姿
を
み
せ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
当
日
予
定
さ
れ

て
い
た
放
水
演
習
は
、
北
斗
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
集
中
豪
雨
で
冠
水

し
、
汚
れ
て
使
用
で
き
な
い
た

め
中
止
さ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
の
表
彰
式
で
は
、
消
防

活
動
に
功
労
の
あ
っ

た
次
の
個

人
、
団
体
の
表
彰
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。
 

「人員」 の報告をうける観閲者の佐々木市長 

り
堀
り
な
ど
を
、
特
別
街
頭
補

導
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
 

一
般
市
民
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

ク
第

】
回
 

げ
ん

と
忌

ク
 

作
曲
家
、
故
上
原
げ
ん
と
先

生
の
遺
徳
を
し

の
び
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
者
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
 

▽
と
き
 
八
月
六
日

（
日）
 

午
前
十
時
半
 

▽
と
こ
ろ
 
市
内
神
山
、
津

軽
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
内
、
上

原
げ
ん
と
碑
前
 

▽
会
費
 
五
〇
〇
円
 

▽
申
込
先
 
八
月
四
日
ま
で

市
中
央
公
民
館
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
 

、
 

▽
消
防
庁
長
官
賞
 
山
上
藤

之
助
▽
県
知
事
賞
 
新
谷
哲
男

▽
日
本
消
防
協
会
賞
 
岩
田
文

雄
、
福
士
嘉
吉
▽
県
消
防
協
会

賞
 
市
消
防
団
、
第
三
分
団
、
 

第
四
分
団
、
第
七
分
団
、
第
八

分
団
▽
現
場
功
労
章
 
小
野
茂

一
、
小
笠
原
瑞
洋
、
奈
良
信
男

三
上
馨
▽
勤
功
章
 
横
島
誠
一

鶴
谷
清
吉
、
山
形
豊
太
郎
、
北

川
忠
雄
、
吉
岡
弥
吉
郎
、
小
林

義
一
、
前
田
信
義
 

ご
相
談
は
 

ー
 

お
気
軽

に
 

市
で
は
生
活
相
談
、
困
り
ご

と
相
談
な
ど
の
相
談
所
を
開
設

し
て
お
り
ま
す
。
 

◇
市
民
生
活
相
談
所
 

土
地
、
家
屋
の
権
利
問
題
、
 

親
子
夫
婦
間
の
争
い
、
財
産
の

紛
争
、
交
通
事
故
問
題
な
ど
の

相
談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
 

相
談
事
項
に
つ
い
て
は
一
切

秘
密
に
扱
い
ま
す
。
 

担
当
は
市
役
所
生
活
環
境
課
で

す
。
 

◇
心
配
ご
と
相
談
所
 

主
と
し
て
家
庭
に
お
け
る
心

配
ご
と
の
相
談
で
す
。
 

相
談
日
は
毎
週
土
曜
日
、
担
 

消
防
法
で
定
め
る
、
危
険
物

取
扱
者
か
養
成
す
る

講
習
を
青

森
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

の
主
催
で
行
な
い
ま
す
。
 

▽
丙
種
 
八
月
十
六
日
ー
十

七
日
 

▽
乙
種
 
八
月
十
四
日
ー
十

五
日
 

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
九

時
ー
午
後
四
時
半
ま
で
。
場
所

は
五
所
川
原
産
経
会
館
二
階
。
 

講
習
内
容
は
▽
丙
種
第
一
日

目
 
燃
焼
お
ょ
び
消
火
に
関
す

る
基
礎
知
識
、
危
険
物
の
性
質

と
火
災
予
防
お
ょ
び
消
火
の
方

法
、
二
日
目
は
、
危
険
物
に
関

す
る
法
令
▽
乙
種
 
第
一
日
は

危
険
物
に
関
す
る
法
令
、
危
険

物
の
性
質
と
そ
の
火
災
予
防
と
 
 

当
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
す

そ
の
他
行
政
、
家
庭
児
童
、
 

母
子
問
題
な
ど
の
相
談
所
も
開

設
し
て
お
り
ま
す
。
 

成
人
式
感
想

文
の
 

募
集
、

1
0日ま
で
 

市
の
四
十
七
年
度

「
成
人
式
 

」
 
は
、八
月
十
四
日

（月
）
午

前
九
時
半
か
ら
市
民
文
化
会
館

で
行
な
い
ま
す
が
、
市
教
育
委

員
会
で
は

「
成
人
式
に
あ
た
っ

て
の
意
見
感
想
文
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
 

応
募
さ
れ
る
人
は
原
稿
用
紙

五
枚
以
内
に
ま
と
め
住
所
、
氏

名
、
職
業
を
明
記
し
て
八
月
十

日
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
あ
て

お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

市
貯
蓄
組

合
に
 

郵
政
大

臣
賞
 

市
役
所
貯
蓄
組
合

（
代
表
者

岩
館
助
役
）
 
は
、こ
の
ほ
ど
優

秀
な
貯
蓄
団
体
と
し
て
郵
政
大

臣
賞
を
、
ま
た
郵
便
貯
金
十
兆

円
突
破
の
特
別
表
彰
で
東
北
郵

政
局
長
賞
を
同
時
に
受
け
、
七

月
二
十
六
日
、
仙
台
市
の
東
北

郵
政
局
で
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
 

消
火
の
方
法
、
二
日
目
は
基
礎

物
理
、
化
学
。
 

な
お
講
習
料

は
、
ひ
と
り

一
、
〇
〇
〇
円
を
当

日
受
付
で

い
た
だ
き
ま
す
。
 

青
森
県
総
務
部
消
防
防
災
課

長
に
提
出
す
る
受
験
願
書
の
締

切
は
八
月
十
一
日
で
す
。
 

広
報
係

か
ら
 

市
の
広
報
「
市
政

ニ
ユ
ー
ス
 

」
 
は
毎月
一
日
、
十
五
日
の
一
一

回
発
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 「
 

市
政

ニ
ュ
ー
ス
」
 
につ
い
て
ご

意
見
、
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
市
情
報
課
広
報
係
、
電
話
内

線
三
二
二
番
へ
ご

一
報
く
だ
さ

い
。
 

夏の特別街頭補導 

危
険
物
取
扱
講
習
 

申
込
み
締
切
は

1
1
日
 



「黒星病」の緊急防除経費算定基礎 

防除 
時期 

普通防除 
基 	準 

緊急防除 
‘ 準 

補助刻 「象経費 
濃密地域 準濃密地域 

7月 

下旬 

8 月 
上旬 

8月 
中旬 

8月 
下旬 

4-8式ボル 
ドー液 

(4,632円） 

有機銅剤 

（田，500円） 
難ドーとの 
(5,868円） 

難ドーとの 
(5,868円） 

ノ

ー
 
ク
 
ク
 

 
、
ノ
 

こ） あ
  

普通防除 
ク
 ク
 

く
 

、
ノ
 
 

I,

) あ
  

ク 

ム
  

（離翻） 
9月 
上旬 あ

  
あ
  9 月 

中旬 ム ム
  計 3回 

G3,896円） 
S回 
(63, 000円） 

6
(
 

、
、
ノ
 

回
4
9
 
0
 
0
 

円
  

1回 
(5,870円） 

r
 

「老
人

憩
の

家
」
 

⑥
 

八
月
三
日

に
開
舘
 

市
福
祉
事
務
所
で
は
、
六
月

未
か
ら
下
平
井
町
の
福
祉
会
館

を
改
築
し

「老
人
憩
の
家
」
と

し
て
の
工
事
を
進
め
て
お
り
ま

し
た
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
八

月
三
日
か
ら
開
館
し
ま
す
。
 

こ
の

「老
人
憩
の
家
」
・は
、
 

お
と
し
よ
り
の
教
養
を
高
め
、
 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
与

え
、
ま
た
心

身
の
健
康
を

願

っ
て
、
老
後
の
豊
か
な
生
活
を

確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

施
設
で
す
。
憩
の
家
を
利
用
で

き
る
の
は
、
市
内
に
在
住
す
る

老
人
ク
ラ
ブ
、
六
十
歳
以
上
の

趣
味
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ

や
友
好
団
体
、
個
人
で
も
、
年

令
が
六
十
歳
以
上
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
利
用
で
き

ま
す
。
 

老
人
憩
の
家
は
、
大
集
会
室
 

（
ーハ
十
人
収

容
）
 
や娯
楽
室
 

（
十
人収
容
）
浴
室
二
 
（十
人

用
、
五
人
用
）
が
完
備
さ
れ
て

お
り
、
使
用
料
は
無
料
で
す
。
 

ブ

レ
ー
キ

の
 

使
い
方

ひ
と
つ
 

県
と
市
な
ど
主
催
の
四
十
七

年
度
「
交
通
安
全
大
学
」
は
、
 

七
月
十
四
日
弘
前
相
互
銀
行
五

所
川
原
支
店
に
お
よ
そ
八
十
人

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
出
席
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。
 

「
安
全
を
作
る技
術
」
と
題

し
て
全
日
本
交
通
安
全
協
会
研

究
部
長
大
久
保
柔
彦
氏
が
講
演

し

「
車
を
運
転
し
て
い
て
止
ま

る
こ
と
と
、
曲
が
る
こ
と
、
直

進
す
る
こ
と
は
す
べ
て
プ
レ

ー
 

キ
の
使
い
方
ひ
と
つ
に
か
か
っ

て
い
る
。
直
進
し
て
い
て
も
い

つ
、
ど
こ
で
ブ
レ
ー
キ
ー
を
踏

む
か
速
度
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
以

外
に
な
い
。
ハ
ン
ド
ル
は
意
識

せ
ず
し
て
自
然
に
回
る
も
の
で

あ
る
」
な
ど
運
転
者
と
し
て
の

マ
ナ
ー
を
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
感
銘
を
与
え
ま
し
た
。
 
 

平
日
の
開
館
時
刻
は
午
前
九
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で
で
、
毎
週

月
曜
日
及
び
年
末
年
始

（十
一
一

月
二
十
八
日
か
ら

一
月
四
日
ま

で
）
は
休
館
と
な
り
ま
す
。
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
団
体

（
十
人以

上
）
 
で利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
 

あ
ら
か
じ
め
日
時
、
団
体
名
、
 

人
員
、
責
任
者
、
行
事
内
容
な

ど
必
要
な
こ
と
を
書
い
て
、
福

祉
会
館
事
務
局
電
話
⑤
三
六
〇

一
番
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

国
家
公
務

員
を
募
集
 

国
家
公
務
員
中
級
（
高
専
、
 

短
大
卒
程
度
）
 
を募
集
し
て
い

ま
す
。
受
験
資
格
は
、
昭
和
一
一

十
年
四
月
二
日
ー
昭
和
二
十
八

年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方
。
 

受
付
期
間
は
八
月
三
日

（
木
 

）
 
ま
で
。
 詳
し
く
は
、
 
人
事

院
東
北
事
務
局

（
仙台
市
本
町
 

「
一
ー三
ー
一
）
電
話
（
〇
二
一
一
 

り
ん
ご
の

「黒
星
病
」
 
は伝

染
性
が
非
常
に
強
く
、
ま
た
被

害
も
大
き
い
の
で
、
徹
底
的
に

防
除
し
根
絶
を
図
っ
て
ぐ
だ
さ
 

1
v
 

し
か
し

「黒
星
病
」
 
の
防
除

薬
は
高
価
で
あ
り
、
し
か
も
防
 

除
回
数
も
濃
密
防
除
地
域
で
は

七
月
下
旬
か
ら
九
月
中
旬
に
か

け
六
回
も
薬
剤
散
布
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
国
と
県
、
市
で
は

次
の
基
準
に
よ
っ
て
薬
剤
散
布

を
実
施
し
た
場
合
は
補
助
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
国
 

の
補
助
金
の
割
合
は
以
前
の
発

表
で

一
五
％
で
あ
っ
た
が
、
発

生
面
積
が
増
加
し
た
場
合
は
少

な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
国
の
助

成
金
は
、
濃
密
防
除
地
域
で
八

月
下
旬
、
九
月
上
旬
、
九
月
中

旬
ま
で

の
三
回
分
の
防
除
が
対
 

‘

・
 

二
）
一
一
一ー
二
〇
〇
一
番
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

り

赤

ち
や
ん

と
電
気

H
 

こ
わ
い
も
の
知
ら
ず
の
赤
ち

や
ん
は
、
電
気
に

も
平
気
で

す
。
親
の
不
注
意
で
、
か
わ
い

い
赤
ち
や
ん
を
ひ
ど
い
目
に
あ

わ
せ
て
は
大
変
で
す
。
 

〔
テ
レ
ビ〕
テ
レ
ビ
の
な
か

は
、
高
い
電
圧
で
す
。
裏
側
か

ら
手
を
入
れ
た
ら
非
常
に
危
険

で
す
。
置
き
場
所
に
は
十
分
気

を
つ
け
ま
し
よ
う
。
 

〔
コン
セ
ン
ト
〕
赤
ち
や
ん

は
、
よ
く
コ
ン
セ
ン
ト
の
穴
に

釘
や
硬
貨
を
入
れ
い
た
ず
ら
し
 

象
に
な
り
ま
す
。
 「黒
星
病
」
 

の
薬
剤
を
散
布
し
た
農
家
は
市

農
林
課
に

「
防
除実
施
届
」
を

お
出
し
く
だ
さ
い
。
 

ま
す
。
赤
ち
や
ん
の
い
る
家
庭

で
は
、
で
き
る
だ
け
と
び
ら
型

の
コ
ン
セ
ン
ト
を
使
い
ま
し
よ

う
。
 〔

アイ
ロ
ン
〕
赤
ち
や
ん
は

お
と
な
の
す
る
こ
と
を
よ
く
見

て
い
ま
す
。
ま
ね
を
し
よ
う
と

チ
ヤ
ン

ス
を
ね
ら
っ
 
て
い
ま

す
。
ァ
イ
ロ
ソ
が
け
が
す
ん
だ

ら
、
赤
ち
や
ん
の
て
の
と
ど
か

な
い
、
安
全
な
と
こ
ろ
へ
お
き

ま
し
よ
う
。
 

〔電
気
ポ
ツ
ト
〕
 
ゴ
トゴ
ト

音
が
す
る
と
、
赤
ち
や
ん
は
面

白
そ
う
に
近
ょ
り
ま
す
。
た
れ

さ
が
っ
た
コ
ー
ド
に
ひ
っ
か
か

れ
ば
熱
湯
を
か
ぶ
っ
て
大
変
な

こ
と
に
な
り
ま
す
。
電
気
ポ

ッ

ト
や
コ
ン
ロ
を
つ
け
っ
ば
な
し

で
の
長
話
し
は
や
め
ま
し
よ
う
 

1
4日
に
成
人

式
 

昭
和
四
十
七
年
度
の
成
人
式

は
八
月
十
四
日

（月
）
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
、
五

所
川
原
市
民
文
化
会
館
で
行
な

わ
れ
ま
す
。
 

当
日

は
式
の
あ

と
、
佐

々

木
市
長
の
記
今
講

演
、
ァ
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
金
太
豆
蔵
人

形
劇
保
存
会
の
初
公
演
「
結
婚

の
申
込
み
」
 
と
題す
る
人
形
劇

や
五

一
中
生
徒
に
よ
る
プ
ラ
ス

バ
ン
ド
演
奏
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
午
後
は
、
市
青
協
と
市
教

育
委
員
会
の
共
催
に
よ
る

「
成

人
の
集
い
」
が
催
さ
れ
ま
す
。
 

「
黒
星購
鰍
輪
鋤
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仁
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昭
和
四
十
六
年
度
の
市
税
完

納
表
彰
式
は
、
七
月
二
十
六
日

午
前
十
時
か
ら
市
民
文
化
会
館

大
ホ
ー
ル
に
市
税
完
納
者
お
よ

そ
八
百
人
が
出
席
し
て
盛
大
に

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

席
上
、
昭
和
四
十
六
年
度
の

納
税
功
労
者
十
一
人
と
、
優
良

納
税
貯
蓄
組
合
五
十
三
団
体
、
 

そ
れ
に
市
税
完
納
者
五
千
二
百

五
十
四
人
の
う
ち
一
年
、
三
年

五
年
、
七
年
、
十
年
、
十
五
年

の
連
続
完
納
者
二
千
六
百
九
十

七
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

納
税

功
労
者
 

下
山
柾
男

（
田町
）
 

奈
良
俊
男

（未
広
町
）
 

平
山
善
教
（
湊
）
 

吉
岡
源
造

（
川
山）
 

小
笠
原
久
雄
（
福
井
）
 

工
藤
松
三
郎

（福
岡
）
 

片
岡
勇
助
（
尻
無
）
 

鳴
海
実
（
飯
詰
）
 

蝦
名
正
俊

（
毘
沙
門
）
 

三
上
行
夫
（
持
子
沢
）
 

有
馬
勝
雄

（
中泉
）
 

優
良
納
税
貯

蓄
組

合
 

田
町
第
二
、
新
田
町
、
岩
木

町
、
本
町
、
柏
原
、
柏
原
農
事

振
興
、
弥
生
町
、
さ
つ
き
町
、
 

未
広
町
、
小
曲
、
市
役
所
職
員

柳
町
、
駅
職
員
、
小
曲
振
興

湊
 

桜
田
振
興
、
桜
田
、
第
一
中
 

川
、
川
山
親
交
、
沖
飯
詰
曙
、
 

沖
飯
詰
睦
月
、
川
山
中
央
、
種

う
 
井
、

沖
飯
詰
、
中
泊
、
川
山
、
 

く
 

種
井
実
行
 

鶴
ケ
岡
第
四
、
福
井
 

平
町
 

太
刀
打
、
漆
川
新
生
、
尻
無
 

昭和46年度市税 

野
崎
、
吹
畑
、
桃
崎
 

坂
ノ
上
、
南
新
、
北
新
第

一

伝
助
町
、
下
岩
崎
 

中
野
新
田
、
毘
沙
門
、
中
崎

共
栄
、
中
長
富
、
下
長
富
、
長

富
愛
 

原
子
第
一
、
前
田
野
目
中
村

前
田
野
目
派
立
、
羽
野
木
沢
第

二
、
羽
野
木
沢
第
一
 

昭
和
4
6年
度
 

市
税
完
納
者
 

こ
の
名
簿
は
連
続
完
納
者
で
表

彰
年
に
該
当
し
な
い
二
年
、
四

年
、
六
年
、
八
年
、
九
年
、
十

一
年
、
十
二
年
、
十
三
年
、
十

四
年
、
十
六
年
、
十
七
年
連
続

完
納
者
の
二
千
五
百
五
十
七
人

で
す
。
個
人
完
納
者
等
で
表
彰

年
に
該
当
し
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
市
の
広
報
紙
に
掲
載
し

て
完
納
通
知
に
替
え
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

（
市納
税
表
彰
要
項
付
則
第

四
項
）
 

五
所
川
原

地
区
 

湊

団
地
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

工
藤
四
郎
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

小
田
桐
岩
男
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

長
谷
部
照
明
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

成
田
清
蔵
、
見
崎
己
代
治
、
 

成
田
正
太
郎
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

阿
部
安
太
郎
、
飯
田
キ
ヌ
、
 

小
田
桐
忠
男
、
鎌
田
功
、
沢
田
 

き
ぬ
、
須
藤
俊
一
、
三
橋
義
孝
 

尾
杉
悦
良
 

栄

町
 

◆
1
6年
連
連
続
完
納
者
 

福
士
周
蔵
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

工
藤
一
次
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

江
良
直
義
 

◆

6
年
連
続
完
納
者
 

阿
部
義
治
、
石
田
誠
三
、
木
 

村
政
良
、
対
馬
作
五
郎
、
飛
島
 

鉄
男
、
成
田
金
四
郎
、
原
田
太
 

三
郎
、
平
山
新
吉
郎
、
三
潟
金
 

三
郎
、
「
蒲
藤
夫
、
三
上
椿
治
 
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

小
田
桐
清
一
、
大
谷
ャ
ィ
、
 

佐
々
木
悌
二
郎
、
館
山
教
恩
、
 

福
井
昭
造
、
藤
田
博
彰
、
宮
崎

九
左
衛
門
、
三
浦
義
光
、
三
浦

勝
雄
、
米
谷
房
幸
 

◆
2
年
連
統
完
納
者
 

一
戸
善
「
郎
、
江
良
正
春
、
 

木
村
て
る
、
田
中
義
三
、
原
田

勇
三
、
石
岡
千
代
作
 

田
町
 

◆
1
7年
連
続
完
納
者
 

尾
崎
留
吉
、
佐
々
木
養
吉

◆
1
6年
連
続
完
納
者
 

新
谷
孝
造
、
舞
与
」
蔚
、
 

村
上
純
一
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

小
田
桐
米
吉
、
神
ナ
ミ
、
吉

村
栄
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

松
橋
義
治
、
中
田
は
る
、
成

田
直
弥
、
木
村
と
み
、
片
山
喜

十
郎
、
葛
西
芳
一
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

吉
村
み
ち
、
山
口
基
三
郎
、
 

高
橋
嘉
一
郎
、
竹
谷
正
樹
、
尊

馬
安
次
郎
、
下
山
柾
男
、
木
村

繁
次
、
尾
崎
契
子
、
太
田
武
男

一
戸
幸
雄
 

◆
8
毎
連
続
完
納
者
 

木
村
利
紀
、
小
坂
善
一
、
船

水
正
一
、
吉
村
義
雄
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

山
川
竹
一
、
山
谷
清
三
、
増

田
久
三
郎
、
長
沢
タ
マ
、
下
山

豊
利
、
鹿
内
忠
則
、
斎
藤
徳
右

工
門
、
 加
納
金
作
、
 
川
村
篤

代
、
相
川
恒
徳
、
下
山
友
作

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

藤
田
仁
助
、
前
田
蔵
五
郎
、
 

三
浦
良
策
、
板
垣
定
吉
、
岩
田

一
清
、
 
川
村
武
美
、
 
菊
地
武

司
、
下
山
満
博
、
高
橋
慶
蔵
、
 

高
松
文
蔵
、
対
馬
昭
幸
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

青
山
き
み
え
、
今
立
京
子
、
 

伊
藤
藤
夫
、
大
谷
徳
雄
、
小
野

タ
ケ
、
菊
池
隆
、
木
村
辰
五
郎

工
藤
藤
次
郎
、
斎
藤
嘉
明
、
佐

藤
末
蔵
、
渋
谷
多
吉
、
神
久
八

鳴
海
養
正
、
平
山
豊
四
郎
、
堀

内
次
男
、
溝
江
龍
雄
、
山
内
ふ

さ
子
、
矢
沢
芙
美
子
 

元
町
 

◆
1
2年
蓮
続
完
納
者
 
 

大
出
徳
満
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

木
村
進
、
木
村
祐
太
郎
 

◆
6
」士
運
続
完
納
者
 

長
尾
光
雄
、
小
田
桐
三
郎
 

◆
4
年
適
続
完

納
者
 

石
田
哲
文
、
岩
川
恒
夫
、
尾
 

崎
文
蔵
、
小
田
桐
六
右
工
門
、
 

葛
西
す
倉
、
加
賀
美
米
三
郎
、
 

神
三
次
、
高
橋
R
三
郎
、
三
浦
 

藤
一
、
三
浦
助
 

◆
2
」
壬運
続
完
納
者
 

岩
川
実
、
岩
川
き
み
、
葛
西
 

庄
三
、
片
山
マ
ェ
、
木
村
幸
之
 

助
、
木
村
き
み
え
、
木
村
文
男
 

木
村
良
一
、
佐
藤
喜
丈
、
高
瀬
 

兼
作
、
時
田
智
子
、
外
崎
八
重
 

百
沢
栄
、
山
田
光
江
、
江
ロ
ア
 

キ
エ
 

新
町
 

◆
1
6年
連
続
完
納
者
 

外
崎
二
郎
 

◆
1
4年
連
続
完
納
者
 

小
田
桐
吉
四
郎
、
工
藤
栄
三
 

堀
内
貞
雄
、
鰐
田
修
好
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

神
吉
太
郎
、
高
橋
弘
武
、
平
 

山
国
太
郎
、
広
田
き
ぬ
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

秋
兄
陸
奥
雄
、
新
井
仲
、
北
 

川
清
栄
、
木
村
や
え
、
久
保
い
 

ま
、
平
山
栄
造
、
森
下
健
次
郎
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

飛
島
し
わ
 

◇
4
年
連
続
完
納
者
 

内
山
栄
治
、
唐
牛
行
雄
、
佐
 

藤
進
、
蒔
田
富
男
、
蒔
田
光
明
 

蒔
田
照
範
、
宮
崎
長
右
衛
門
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

木
村
丑
太
郎
、
北
川
ふ
さ
、
 

材
木
屋
ヒ
サ
子
、
佐
々
木
す
み
 

江
、
対
馬
弘
子
、
平
山
直
衛
、
 

増
田
恵
子
、
対
馬
淳
美
 

鎌
谷

町
 

◆
1
6年
連
続
完
納
者
 

野
呂
武
夫
、
」
肩
二
郎
 

◇
1
3年
連
続
完
納
者
 

渋
谷
操
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

工
藤
徳
治
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

猪
口
兼
三
郎
、
片
岡
久
雄
、
 

工
藤
幸
一
郎
、
成
田
繁
則
、
野
 

呂
竹
藤
 

◆
9
年
遭
謡
机
完
納
者
 



野
呂
秀
広
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

鶴
賀
喜
久
蔵
、
野
呂
藤
雄

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

⑧
 

木
村
徹
、
児
玉
徹
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

伊
藤
義
美
、
石
井
福
太
郎
、
 

岩
谷
と
も
子
、
小
山
内
久
造
、
 

木
村
清
秀
、
工
藤
杉
男
、
沢
田

長
吉
郎
、
寺
田
利
四
郎
、
・
中川

覚
次
郎
、
藤
田
政
雄
、
横
村
芳

夫
、
鬼
柳
令
、
工
藤
ョ
シ

エ
 

弥
生
町
 

◆
1
6年
連
続
完
納
者
 

秋
元
滝
太
郎
、
島
田
克
孝
、
 

対
馬
司
、
三
上
竹
四
郎
 

◆
1
4年
連
続
完
納
者
 

笹
田
義
美
、
沢
田
誠
三
、
山
 

形
英
一
一
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

境
谷

マ
ル
、
高
橋
な
ん
、
平
 

山
米
作
、
藤
田
仁
三
郎
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

小
野
猛
、
小
山
内
繁
勝
、
佐
 

藤
タ
ミ
、
高
松
喜
三
郎
 

◆
9
）
生運
続
完
納
者
 

佐
藤
清
一
 

◆
4
生
ュ理
統
完
納
者
 

中
島
嘉
四
雄
、
安
田
専
蔵
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

安
部
か

つ
、
鈴
木
義
人
、
藤
 

田
守
武
、
山
下
忠
次
郎
、
山
形
 

慶
蔵
 

布

屋
町
 

◆
1
6年
連
続
完
納
者
 

工
藤
哲
郎
、
鶴
谷
正
次
 

◆
1
4年
連
続
完
納
者
 

黒
滝
嘉
一
郎
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

葛
西
貞
夫
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

金
川
や
え
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

昆
一
 
武蔵
、
高
松
恵
子
、
山
 

上
健
三
郎
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

石
川
正
司
、
伊
藤
徳
美
、
小
 

野
作
次
郎
、
対
馬
友
恵
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

対
馬
弘
、
八
木
橋
武
三
郎
 

◆
4
年
連
統
完
納
者
 

一
戸
敏
、
小
山
内
貞
、
山
ロ
 

寺
、
く
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

長
内
せ
つ
、
小
山
丙
久
造
、
 

金
川
彦
「
、
工
藤
ミ
ッ
、
相
馬
 
 

博
、
鶴
谷
清
逸

鶴
谷
た
み
、
 

成
田
埜
二
、
鼻
和
ふ
じ
、
山
口
 

勝
雄
、
「
蒲
ハ
ル
 

東
町
 

◆
1
6生遣
」
続
完納
者
 

小
島
ァ
ネ
、
笹
森

、、
、
ョ
、前
 

田
真
一
 

◆
1
3連
続
完
納
者
 

戸
田
ツ
マ
 

◆

9
年
連
続
完
納
者
 

管
野
幸
男
 

◆

4
年
連
続
完
納
者
 

千
葉
十
蔵
 

大

町
 

◆
1
6年
連
続
完
納
者
 

原
潜
竜
 

◆
1
3年
連
続
完
納
者
 

秋
元
省
三
、
栗
林
あ
い
 

◆
1
2年
適
続
完

納
者
 

林
浩
 

◆
9
年
通
井
机
完
納
者
 

蝦
子
竹
次
郎
、
百
沢
与
之
助
 

◆

4
年
適
注枕
完
納
者
 

大
川
ッ
ネ
、
対
馬
弘
育
、
三
 

国
谷
勝
四
郎
 

◆

2
年
連
統
完
納
者
 

大
川
操
、
金
川
清
、
木
村
ト
キ
エ
 

本
町
 

◆
1
6年
連
続
完
納
者
 

葛
西
専
造
、
櫛
引
大
蔵
 

◆
1
4生歯
一
続
完納
者
 

丹
代
惣
一
、
中
村
キ
ェ
 

◆
“
年
連
続
完
納
者
 

上
田
義
一
、
玉
田
タ
カ
シ

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

葛
西
昭
雄
、
葛
西
つ
や
、
鈴

木
あ
い
、
敦
賀
平
蔵
、
野
村
郁

之
助
、
鰐
田
清
昭
、
伊
香
常
雄

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

伊
藤
哲
雄
、
小
田
切
六
雄
、
 

葛
西
周
造
、
工
藤
洋
「
、
工
藤

直
彦
、
古
川
嘉
道
、
佐
々
木
完

治
、
野
宮
ふ
ち
為
、
平
山
元
蔵

平
山
清
三
、
平
山
昭
一
、
蒔
田

浪
三
郎
 

柳
町
 

◆
1
6年
連
統
完
納
者
 

鈴
樹
忠
直
、
平
山
金
三
郎
 

◆
1
4年
連
続
完
納
者
 

小
笠
原
明
 

◆
1
3年
連
続
完
納
者
 

小
田
桐
明
郎
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

高
橋
良
治
、
対
馬
左
都
夫
、
 

寺
田
と
み
裏
 
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

松
沢
嘉
四
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

葛
西
惣
吉
、
木
村
俊
夫
、
梅

田
実
、
鳴
海
八
重
秋
、
間
賀
田

兼
太
郎
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

石
沢
秀
五
郎
、
木
村
武
次
郎
，
 

平
山
良
」
廊
、
「
蒲
竹
三
郎
、
 

百
沢
折
量
〈
、森
田
喜
久
江
、
藤

田
末
四
郎
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

今
栄
蔵
、
越
谷
キ
ク
ミ
、
佐

々
木
勝
雄
、
斎
藤
未
彦
、
奈
良

岡
保
畏

成
田
善
作
、
村
上
弘
 

川
端
町
 

◆
1
7年
連
続
完
納
者
 

小
山
内
修
導
、
川
浪
正
克
、
 

木
村
タ
ャ
、
佐
々
木
貞
一
、
新
 

山
武
夫
、
川
村
仁
助
 

◆
1
4年
連
続
完
納
者
 

三
上
正
治
、
高
橋
民
一
 

◆
1
3年
連
続
完
納
者
 

三
森
ひ
で
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

小
坂
惣
十
郎
、
高
橋
孝
、
長
 

尾
金
次
郎
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

浅
利
昭
一
、
内
山
政
次
、
坂
 

田
登
、
境
谷
誠
、
高
橋
昇
一
、
 

鶴
谷
廉
之
助
、
中
林
準
蔵
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

朝
日
奈
富
蔵
、
三
国
孝
三
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

工
藤
き
よ
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

嵯
峨
幸
三
郎
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

栗
島
正
ニ
、
岩
見
鉄
男
、
中
 

村
ッ
ェ
、
三
上
テ
イ
、
毛
内
政
 

一
、
高
松
あ
い
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

岩
田
幸
雄
、
上
田
昌
広
、
釜
 

港
孝
、
北
島
初
代
、
菊
地
直
作
 

成
田
五
郎
、
成
田
武
、
原
田
久
 

雄
、
山
田
四
ッ
男
、
野
口
夏
枝
 

神
そ
だ
ち
 

岩
木
町
 

◆
1
6年
連
続
完
納
者
 

井
沼
摘
三
郎
、
吉
田
喜
助
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

佐
々
木
武
雄
、
白
戸
清
一
、
赤
 

平
勝
美
、
福
士
孝
一
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

一
戸
由
太
郎
、
斎
藤
作
太
郎
 
 

成
田
善
作
、
藤
田
勝
利
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

小
野
要
作
、
葛
西
唯
六
、
斎

藤
豊
造
、
野
呂
卓
じ
、
三
上
定

男
 ◆

4
年
連
続
完
納
者
 

田
中
勇
蔵
、
長
尾
初
代
、
長

尾
健
一
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

小
野
末
親
、
葛
西
ッ
マ
、
斎

藤
柾
治
、
柴
谷
昭
治
、
白
戸
康

雄
、
藤
田
実
美
、
松
本
吉
次
、
 

松
本
な
を
、
三
浦
秀
男
、
三
上

理
、
山
田
均
 

寺
町
 

◆
1
4年
連
続
完
納
者
 

岩
谷
賢
司
、
高
橋
正
治
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

成
田
幸
一
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

古
川
治
啓
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

葛
西
正
五
郎
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

荒
谷
定
雄
、
柴
谷
峰
作
、
岩
 

谷
喜
一
 

◆
6
年
連
統
完
納
者
 

成
田
条
四
郎
、
尾
崎
長
右

工
 

門
、
三
上
善
蔵
、
北
岡
得
次
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

工
藤
ァ

ェ
、
竹
内
武
雄
、
松
 

本
直
一
、
佐
藤
五
郎
、
神
重
三
 

三
上
昭
悦
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

小
田
川
勘
之
丞
 

錦

町
 

◆
1
6年
連
続
完
納
者
 

大
溝
善
逸
、
大
瀬
永
士
、
 長
 

尾
常
四
郎
 

◆
1
4年
連
続
完
納
者
 

斎
藤
清
孝
 

◆
1
3年
連
続
完
納
者
 

工
藤
実
、
原
長
吉
、
工
藤
喜
 

代
太
郎
 

◆
1
2年
連
統
完
納
者
 

江
良
俊
夫
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

新
谷
居
口雄
、
工
藤
俊
雄
、
坂
 

本
審
暴
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

長
内
唯
六
、
工
藤
元
衛
、
工
 

藤
由
太
郎
、
佐
々
木
勝
蔵
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

小
笠
原
茂
直
、
川
村
啓
」
郎
 

中
島
清
治
、
柳
本
鶴
吉
 



⑨
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

小
田
桐
武
、
笠
井
勇

一
、
兼

平
金
雄
、
竹
谷
ち
せ
、
奈
良
正

文
、
三
上
昭
造
、
三
上
昭
悦
、
 

村
田
き
み
、
山
川
柾
五
郎
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

工
藤
武
則
、
小
林
さ
ち
子
、
 

敦
賀
米
三
、
成
田
治
哉
、
藤
田

サ
ワ
、
山
川
セ
ッ
、
柳
て
る
、
 

斎
藤
誠
之
助
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

浦
谷
な
み
、
小
野
央
、
笠
井

武
雄
、
木
村
正
雄
、
木
村
正
美

小
島
義
直
、
佐
々
木
三
蔵
、
佐

藤
稲
郎
、
佐
藤
、、
、
サ
、高
橋
正

清
、
土
井
き
み
、
成
田
と
み
、
 

中
村
謙
次
、
成
田
昇
一
、
野
呂

庄
造
、
原
ミ
ョ
、
原
田
柾
宥
平

山
賢
次
郎
、
船
水
し
さ
、
蒔
田

兼
次
郎
、
松
本
義
実
、
矢
木
初

三
郎
、
金
文
全
、
太
田
正
衛
、
 

佐
藤
弥
次
郎
、
高
橋
竹
雄
 

新

宮
町
 

◆
1
7年
連
続
安
納
者
 

宮
崎
留
吉
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

葛
西
秀
治
、
藤
田
博
次
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

山
川
実
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

小
山
内
清
文
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

青
山
長
吉
、
白
岩
ミ
ッ
エ
、
 

鶴
谷
禄
郎
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

成
田
則
昭
、
中
村
俊
雄
、
原
 

さ
だ
、
原
悦
郎
、
福
井
光
芳
 

幾

島

町
 

◆
1
4年
連
続
完
納
者
 

天
内
繁
雄
、
佐
々
木
雄
造
 

◆
3
年
連
続
完
納
者
 

佐
藤
喜
代
美
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

岩
谷
吉
太
郎
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

工
藤
勉
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

太
田
清
三
、
平
山
清
、
三
上
 

辰
四
郎
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

一
戸
千
代
三
郎
、
小
田
桐
政
 

次
郎
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

工
藤
由
五
郎
、
佐
藤
留
一
 

r
 

柏
原
町
 

◆
1
7年
連
続
完
納
者
 

新
谷
与
惣
治
 

◆
1
6』
土運
続
完
納
者
 

大
鷹
作
次
郎
、
渋
川
久
雄
、
 

平
川
義
助
、
宮
本
政
四
郎
 

◆
1
4年
連
続
完
納
者
 

大
沢
登
、
小
山
宇
太
郎
、
渋
 

谷
栄
蔵
、
対
馬
謙
一
、
平
山
惣
 

次
郎
、
松
本
勝
、
角
谷
サ
ョ
、
 

渋
谷
志
郎
 

◆
1
3生」
運
続
完
納
者
 

桜
井
ふ
み
、
鶴
谷
清
一
、
成
 

田
光
男
、
森
富
夫
 

◆
ロ
」壬
連
続
完
納
者
 

小
野
仁
太
郎
、
工
藤
林
作
、
 

神
万
四
郎
、
鈴
木
諦
忍
、
成
田
 

イ
ェ
、
松
本
英
司
、
佐
々
木
勝
 

造
 ◆

1
1年
連
続
完
納
者
 

高
松
三
雄
、
吉
崎
武
太
郎
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

斎
藤
周
作
、
境
健
三
郎
、
佐
 

々
木
勝
衛
、
竹
村
イ
ク
、
中
村
 

米

一
、
金
栄
淳
 

◆
6
」士
埋
続
完
納
者
 

工
藤
貞
次
、
佐
々
木
規
知
 

◆
4
』
士連
続
完
納
者
 

岩
木
川
健
蔵
、
長
内
助
、
後
 

藤
清
一
、
佐
々
木
教
忠
、
堀
内
 

貞
一
一
廊
 

◆
2
年
」運
続
完
納
者
 

保
村
セ
ツ
、
山
口
徳
二
、
山
 

崎
ふ
ぢ
、
岩
谷
卯
作
、
福
島
幸
 

三
、
寺
田
広
美
 

末
広
町
 

◆
1
6」
生連
続
完
納
者
 

木
村
忠
蔵
 

◆
1
4年
4連
続
完
納
者
 

池
測
チ
カ
、
久
保
キ
ユ
 

◆
1
1』
土運
続
完
納
者
 

伊
藤
は
る
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

一
戸
輝
雄
、
今
井
ひ
で
、
佐
 

々
木
孝
裕
、
島
谷
嘉
次
雄
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

古
川
勇
一
、
三
上
昌
利
、
山
 

川
亮
、
山
口
繁
雄
、
山
谷
康
 

◆
6
ル
土埋
続
完
納
者
 

小
山
内
儀

一
、
斎
藤
福
太
郎
 

斎
藤
ま
つ
瓦
、
三
P
久
子
、
戸
 

田
靖
男
、
奈
良
俊
男
、
松
本
秀
 

四
郎
、
山
中
満
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

秋
元
そ
わ
、
瓜
田
政
造
、
小
 

》
 

山
内
忠
司
、
小
山
田
鳳
隆
、
田
 

辺
シ
ゲ
、
奈
良
知
治
 

◆
2
」
士連
続
完
納
者
 

奥
瀬
準
蔵
、
小
野
ゆ
き
、
桜
 

庭
恒
蔵
、
神
昭
夫
、
神
忠
夫
、
 

高
橋
勝
弥
、
三
浦
茂
昭
、
棟
方
 

雄
一
 

旭

町
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

草
刈
繁
治
、
今
隆
然
、
福
士
 

行
男
 

一
◆1
3左
土埋
続
完
納
者
 

佐
た
木
た
み
、
高
橋
み
象
、
 

成
田
保
久
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

木
村
幸
八
、
木
村
松
文
、
平
 

山
栄
一
、
藤
森
七
右
工
門
、
三
 

上
忠
吉
、
永
寿
ょ
し
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

一
戸
要
作
、
木
村
さ
た
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

工
藤
直
一
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

阿
部
清
志
、
唐
川
甚
四
郎
、
 

鶴
谷
武
弘
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

木
村
昭
五
、
小
野
重
三
郎
、
 

櫛
引
正
蔵
、
工
藤
忠
雄
、
佐
野
 

き
み
、
藤
本
京
子
 

◆
4
年
通
続
完

納
者
 

秋
元
政
之
助
、
大
久
保

ェ
ス
 

佐
藤
浩
平
、
陳
正
勝
、
三
上
久
 

後
藤
ろ
く
や
、
斎
藤
作
太
郎
、
 

野
呂
瑞
雄
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

木
村
ウ
メ
、
佐
々
木
友
夫
、
 

佐
藤
幸
雄
、
塩
沢
武
治
、
高
橋
 

藤
樹
、
棟
方
日
出
子
、
吉
田
秀
 

也
、
米
塚
喜
代
次
郎
、
葛
西
賢
 

治
、
長
内
勝
雄
 

敷

島
町
 

◆
1
7年
連
続
完
納
者
 

小
島
ト
シ
 

◆
1
6年
連
続
完
納
者
 

川
浪
要
太
郎
、
木
村
繁
太
郎
 

◆
1
3年
連
続
完
納
者
 

里
（
川
マ
サ
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

工
藤
次
栄
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

藤
本
貞
嗣
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

織
野
正
、
佐
々
木
光
雄
、
成
 

田
長
吉
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

小
野
寿
蔵
、
葛
西
穂
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

小
野
ミ
チ
ェ
、
小
田
桐
き
つ

倉
、
小
田
桐
貞
作
、
小
野
卯
兵

衛
、
兼
平
と
し
、
工
藤
謙
四
郎

工
藤
長
吉
、
そ
我
健
次
郎
、
対

馬
藤
重
、
原
直
通
、
船
水
文
雄

世
永
一
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

大
村
直
太
郎
、
川
村
秀
美
、
 

木
村
徳
太
郎
、
工
藤
清
孝
、
斎

藤
精
一
、
佐
藤
定
則
、
佐
藤
秀

雄
、
神
信
一
、
神
直

一
、
相
馬

末
吉
、
田
中
久
三
、
対
馬
て
る

対
馬
宇
太
郎
、
成
田
正
勝
、
成

田
寅
光
、
原
貫
造
、
宮
本
保
範
 

雛

田

耽
 

◆
1
6年
連
続
完
納
者

蝦
名
昭
蔵
、
鶴
谷
良
三
郎

◆
1
4年
連
続
完
納
者

井
沢
柾
雄
 

◆
1
3年
連
続
完
納
者

福
井
健
造
、
吉
町
や
倉

◆
1
2年
連
続
完
納
者

佐
々
木
善
造
、
西
村
幸
治
、
 

山
回
甚
吉
、
吉
岡
岩
五
郎

◆
1
1年
連
続
完
納
者

木
村
一
雄
 

◆

9
年
連
続
完
納
者
 

井
上
保
市
、
葛
西
み
さ
ほ
、
 

佐
々
木
善
次
郎
、
戸
沼
や
へ
、
 

野
宮
賢
八
、
平
山
ナ
ッ
、
成
田

永
一
郎
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

秋
元
二
三
、
伊
藤
長
五
郎
、
 

川
村
敏
正
、
木
津
ケ
イ
、
工
藤

ハ
ル
、
小
関
文
雄
、
佐
々
木
俊

美
、
佐
々
木
ト
シ
ェ
、
鶴
谷
良

太
郎
、
津
川
シ
ゲ
、
新
岡
国
昭

山
内
シ
ナ
、
藤
田
留
作
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

長
内
多
六
、
岡
本
農
次
郎
、
 

新
藤
き
ぬ
、
関
宏
行
、
田
中
泰

治
、
福
士
京
子
、
宮
越
三
郎
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

岡
田
豊
作
、
葛
西
寿
一
、
工

藤
正
美
、
工
藤

ュ
キ
、
佐
藤
す

み
、
鈴
木
敏
治
、
高
橋

7
ネ
、
 

田
名
部
典
比
古
、
千
葉
正
和
、
 

津
里
行
、
藤
田
光
子
、
山
本
清

之
助
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

秋
田
匡
則
、
伊
藤
英
雄
、
石

沢
和
子
、
川
村
要
作
、
川
口
友

悦
、
木
村
秀
夫
、
小
栗
山
金
夫
 



近
藤
精
七
、
斎
藤
美
代
子
、
蒲

田
真
造
、
土
岐
敬
一
、
藤
田
昭

夫
、
福
士
善
秋
、
三
浦
与
四
郎

宮
越
重
昭
、
蒔
苗
禎
造
、
盛
孝
 

'
H
」
、
 士
口田

タ
 
マ
 

上
平

井

町
 

◆
1
6年
連
続
完
納
者
 

沢
田
健
造
 

◆
1
4年
連
続
完
納
者
 

辻
義
一
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

金
子
そ
と
、
工
藤
政
次
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

木
村
い
ち
、
佐
々
木
定
十
郎
 

島
口
慶
治
、
田
村
比
呂
志
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

佐
々
木
せ
ち
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

喜
多
山
周
政
、
鈴
木
は
つ
倉
 

林
き
わ
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

田
中
久
三
郎
、
高
橋
重
義
、
 

中
村
伸
太
郎
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

佐
々
木
ふ
み
子
、
神
伊
三
郎
 

杉
田
キ
ヌ
、
高
橋
洋

一
、
中
村
 

せ
つ
、
藤
田
平
太
郎
、
松
江
和
 

」
廊
、
柳
沢
キ
、、

、
、塩
沢
武
治
 

橋
本
正
美
、
山
川
四
郎
 

中

平
井

町
 

◆
1
3年
連
続
完
納
者
 

福
岡
寿
一
 

◆
1
2年
連
統
完
納
者
 

木
村
大
治
郎
、
新
岡
末
太
郎
 

福
原
哲
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

荒
谷
き
み
、
工
藤
清
春
、
和
 

田
護
郎
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

大
村
正
、
川
村
き
よ
の
、
対
 

馬
安
雄
、
船
田
鉄
駿
 
三
浦
竜
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

岩
館
忠
雄
、
神
惣
蔵
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

帯
川
勝
己
、
長
尾
つ
る
、
船
 

田
三
雄
、
森
山
正
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

長
内
繁
太
郎
、
工
藤
清
明
、
 

沢
田
広
、
斎
藤
武
吉
、
渋
谷
文
 

男
、
鶴
谷
喜
代
太
郎
、
永
田
茶
 

市
、
福
岡
良
三
、吉
川
栄
、葛
西
 

み
ょ
、
黒
田
カ
ネ
、
三
浦
コ
ト
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

一
戸
善
造
、
 一
戸
利
春
、
 一
 
 

戸
清
成
、
川
村
ヒ
デ
子
、
菊
地

良
正
、
渋
谷
長
蔵
、
近
村
フ
ジ

ェ
、
林
武
雄
、
兵
庫
谷
千
代
松

山
崎
光
尚
、
長
内
と
き
、
斎
藤

こ
と
、
富
田
ふ
み
み
 

下
平
井
町
 

◆
1
6年
連
続
完
納
者
 

小
山
内
貞
雄
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

伊
藤
正
彦
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

宮
本
定
五
郎
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

福
土
要
次
郎
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

阿
部
富
夫
、
太
田
強
一
、
川

島
孝
吉
、
工
藤
太
、
工
藤
柾
雄

斎
藤
粕
夫
、
成
田
英
司
、
西
村

林
次
郎
、
福
士
兼
雄
、
和
田
直

助
、
佐
藤
倉
す
、
奈
良
定
義

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

小
田
桐
勝
三

郎
、
 
川
村
次

郎
、
菊
地
正
義
、
菊
地
ク
ニ
、
 

工
藤
清
明
、
工
藤
昭
市
、
工
藤

盛
衛
、
斎
藤
謙
一
、
佐
藤
栄
八

中
村
良
雄
、
新
岡
由
繁
、
西
村

幸
雄
、
野
呂
信
雄
、
野
呂
敵
、
 

野
呂
勝
美
、
藤
田
小
四
郎
、
三

浦
安
久
、
宮
本
嘉
四
太
郎
、
宮

地
喜
佐
蔵
、
吉
田
盛
義
、
開
米

マ
サ
、
斎
藤

ミ
エ
 

ー
ッ

谷
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

平
山
留
吉
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

前
田
弘
美
、
大
坂
俊
雄
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

後
藤
正
、
松
橋
義
治
、
山
形
 

斉
、
吉
岡
武
則
 

鳥
森
 

◆
1
4年
連
続
完
納
者
 

中
村
義
一
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

今
林
政
一
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

中
谷
国
夫
、
山
上
宏
、
高
橋
 

喜
代
寿
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

須
郷
周
二
、
田
中
貞
子
、
山
 

上
茂
 

平

和
町
 

◆
1
3年
連
続
完
納
者
 

工
藤
直
二
郎
 

◆
n
年
連
続
完
納
者
 

信
濃
良
美
 
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

越
後
フ
サ
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

小
田
桐
忠
次
郎
、
野
呂
甚
四
 

白
A
 ◆

4
年
連
続
完
納
者
 

館
山
健
一
、
新
岡
清
志
、
平
山

秀
昭
、宮
崎
柾
義
、松
井
千
代
作

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

山
谷
て
る
、
増
田
福
蔵
、
工

藤
直
一
郎
、
川
村
博
憲
、
山
本

寿
、
山
崎
清
忠
、
山
内
陸
雄
、
 

山
内
啓
作
、
平
山
昭
三
、
根
上

松
雄
、
長
尾
忠
供
、
鶴
谷
留
吉

垂
石
松
蔵
、
信
濃
秀
美
、
坂
本

リ
ッ
、
佐
藤
了
、
斎
藤
吉
夫
、
 

古
川
繁
雄
、
工
藤
望
博
、
小
山

内
寅
四
郎
、
萩
田
昭
三
 

長
橋
 

◆
1
6年
連
続
完
納
者
 

高
井
健
蔵
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

千
葉
金
蔵
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

鶴
谷
芳
松
 

小

曲
 

◆
1
3年
連
続
完
納
者
 

三
浦
一
孝
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

長
沢
典
1
1
1
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

小
栗
山
才
二
郎
、
小
栗
山
幸
寿
 

佐
藤
定
弘
、
佐
藤
源
四
郎
、
沢
 

田
富
弘
、
柴
谷
茂
三
郎
、
敦
賀
 

美
則
、
敦
賀
光
雄
、
棟
方
徳
太
 

郎
 ◆

9
年
連
続
完
納
者
 

沢
田
繁
雄
、
成
田
竜
雄
、
三
 

浦
義
雄
、
三
浦
金
五
郎
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

佐
藤
秀
雄
、
佐
藤
多
作
、
敦
 

賀
秀
弘
、
長
沢
勝
美
、
成
田
徳
 

一
、
成
田
武
五
郎
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

沢
田
佐
一
郎
、
対
馬
禎
作
、
 

対
馬
喜
一
郎
、
成
田
武
市
、
棟
 

方
孝
四
郎
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

荒
谷
義
雄
、
石
川
し
を
、
小
 

笠
原
定
蔵
、
佐
藤
格
雄
、
佐
藤
 

松
、
敦
賀
兵
次
郎
、
長
沢
正
十
 

郎
、
長
沢
伴
文
、
長
沢
キ
シ
、
 

成
田
幸
七
、
三
浦
ソ
マ
、
小
笠
 

原
佐
市
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

沢
田
貞
吉
、
佐
藤
柾
四
郎

J
 

佐
藤
源
造
、
佐
藤
敬
一
、
佐
藤

美
則
、
渋
谷
秀
春
、
成
田
剛
 

松

島
町
 

◆
1
7年
連
続
完
納
者
 

平
川
甚
四
郎
 

◆
1
4年
連
続
完
納
者
 

葛
西
稔
、
高
橋
重
郎
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

葛
西
一
次
、
阿
部
二
郎
 

◆
9
年
連
続
者
納
者
 

一
戸
毅
六
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

開
米
久
雄
、
今
良
勝
、
神
英

晃
 ◆

4
年
連
続
完
納
者
 

会
津
明
郎
、
葛
西
き
み
秀
、
 

片
岡
貞
雄
、
楠
美
健
三
郎
、
楠

美
久
重
、
熊
谷
光
夫
、
古
川
清

光
、
佐
藤
清
作
、
伝
法
竹
二
、
 

伝
法
健
吾
、
長
尾
勝

雄
、
中
田

く
め
雄
、
福
士
敏
信
、
堀
内
正

男
、
三
村
隆
、
三
上
直
逸
横

島
清
二
、
士
骨

芳
昭
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

会
津
健
五
郎
、
赤
城
寿
三
、
阿

部
清
志
、
岩
測
義
政
、
小
田
川

登
、
小
山
吉
之
助
、
大
川
悦
子

大
川
助
一
、
小
倉
き
く
江
、
小

山
内
た
か
、
小
山
内
義
信
、
兼

平
晃
、
北
沢
敬
四
郎
、
木
村
正

衛
、
木
村
新
三
、
工
藤
勝
司
、
 

工
藤
富
太
郎
、
斎
藤
貢
、
斎
藤

昇
、
佐
々
木
啓
二
、
佐
々
木
庸

男
、
佐
々
木
正
美
、
神
久
馬
、
 

鈴
木
荘
一
郎
、
杉
沢
富
雄
、
関

忠
広
、
相
馬
広
七
、
田
中
リ
セ

対
馬
勲
、
珍
田
正
直
、
出
町
太

兵
衛
、
奈
良
志
佐
夫
、
中
村
増

栄
、
乳
井
暗
、
野
上
金
正
、
西

塚
康
三
、
原
良
造
、
原
潜
龍
、
 

原
田
道
直
、
藤
田
善
太
郎
、
藤

田
行
雄
、
藤
本
新
一
、
福
井
武

三
郎
、
堀
内
ナ
カ
、
本
間
誠
一

前
田
ャ
ェ
、蒔
苗
博
，
水
口
礼
三

三
村
ト
シ
、
山
崎
幸
吉
、
柳
谷

一
久
、
 山
本
富
清
、
 
山
中
弘

昭
、
山
形
清
蔵
 

松

島
地

区
 

◆
庁
年
連
続
完
納
者
 

（
水野
尾
）
 

清
野
恵
子
 

◆
1
6年
連
続
完
納
者
 

（
野崎
）
 

小
田
桐
勇
太
郎
 



◆
1
4年

連
続
完
納
者
  

'
 

（
水野
尾
）
 

太
田
キ
ェ
 

◆
1
3年
適
雄祝
完
納
者
 

（
水野
尾
）
 

森
平
内
 

（
吹畑
）
 

和
田
夏
男
 

（
唐
笠柳
）
 

太
田
修
司
 

（
石
岡
）
 

一
戸
賢
次
郎
 

（
漆川
）
 

木
村
淳
一
 

（石
畑
）
 

対
馬
進
 

（馬
性
）
 

伊
藤
良
太
郎
 

（
一
の
坪
）
 

山
内
義
雄
、
小
野
健
太
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

（
水野
尾
）
 

工
藤
東
円
、
太
田
登
之
助
、
 

森
武
一
、
高
橋
儀
清
 

（川
代
田
）
 

太
田
平
造
 

（
田
中）
 

小
野
元
春
 

（
吹畑
）
 

寺
田
正
一
、
寺
田
十
三
雄
、
 

中
山
八
郎
、
毛
内
兼
作
、
毛
内
 

勝
次
郎
、
毛
内
力
、
毛
内
幸
次
 

郎
、
毛
内
千
代
太
郎
、
毛
内
幸
 

成
、
毛
内
マ
サ
、
木
村
洋
三
、
 

木
村
洋
吉
、
佐
々
木
長
吉
、
寺
 

田
久
助
、
寺
田
喜
代
治
、
 

（
唐
研「
廊
）
 

新
井
達
郎
、
高
橋
定
四
郎
、
 

高
橋
定
市
、
成
田
勇
助
 

（
太
刀
打
）
 

小
野
稔
、
荒
関
寿
、
山
形
善
 

太
郎
、
斎
藤
勝
 

（
悪
戸）
 

高
橋
竹
五
郎
、
高
橋
義
正
、
 

高
橋
清
重
、
高
橋
作
次
郎
、
高
 

橋
亀
太
郎
 

（石
岡
）
 

佐
々
木
浪
三
郎
 

（
漆
川）
 

太
田
義
広
、
太
田
義
広
、
太
 

⑩
  

甚
五
郎
、

加
藤
勇
一
、
対
馬
松

田
又
四
郎
、
木
村
誠
一
、
加
藤
 

造
、
木
村
恒
五
郎
、
木
村
平
内

高
谷
東
太
郎
、
高
谷
作
次
郎
、
 

湊
谷
辰
五
郎
、
大
邑
喜
八
郎
 
 

（
米
田
）
 

太
田
寛
蔵
、
対
馬
啓
二
、
対

馬
貞
市
、
対
馬
慶
蔵
、
福
士

ミ

ッ
、
工
藤
啓
三
、
対
馬
義
勝
 

（
田
中）
 

今
清
策
 

（
一
の
坪
）
 

松
江
幸
作
、
山
内
秀
雄
、
小

野
佐
市
、
小
野
修
一
、
小
野
善

三
、
小
野
弥
志
太
、
小
野
忠
勝
 

（
唐
奪
櫛
）
 

春
藤
浅
七
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

（
水野
尾
）
 

小
田
桐
繁
春
 

（
野崎
）
 

太
田
作

一
、
高
橋
嘉
悦
郎
、
 

高
橋
長
一
郎
、
村
田
忠
助
 

（唐
奪
櫛
）
 

蒔
田
正
美
、
小
山
内
与
之
助
 

小
山
内
策
一
郎
、
寺
田
岩
勝
、
 

野
呂
徳
蔵
 

（
悪戸
）
 

高
橋
た
や
、
高
橋
清
衛
、
平
 

山
茂
雄
 

（石
岡
）
 

一
戸
正
雄
、
寺
田
一
男
、
寺
 

田
武
一
 

（
漆
川
）
 

木
村

ハ
ル
、
斎
藤
明
子
、
木
 

村
新
左
ュ
門
 

（
米
田）
 

工
藤

ハ
ツ
 

（
一
の
坪
）
 

小
野
正
春
、
小
野
正
美
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

（
野崎
）
 

岩
崎
富
雄
、
高
橋
豊
次
郎
、
 

村
田
富
造
 

（
吹畑
）
 

毛
内

ョ
シ
、
木
村
泰
造
 

（
太
刀
打
）
 

高
杉
良
太
郎
、
高
杉
弥
三
郎
 

山
形
勘
助
 

（
漆
川）
 

木
村
と
き
え
、
対
馬
昭
二
、
 

高
谷
英
八
、
沢
田
そ
め
 

（
一
の
坪
）
 

対
馬
清
八
、
小
野
善
雅
 

（
吹畑
）
 

工
藤
義
五
郎
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

（
水野
尾
）
 

太
田
政
信
、
太
田
弥
一
郎
、
 

太
田
由
吉
 
 

（
野崎
）
 

ー
 

岩
崎
賢
之
助
、
岩
崎
良
蔵
、
 

岩
崎
た
け
、
工
藤
義
春
、
今
た
 

ま
、
高
橋
堅
成
、
高
橋
正
ミ
、
 

工
藤
丑
造
 

（
田
中）
 

小
野
き
せ
 

（
吹畑
）
 

寺
田
昭
郎
 

（
唐笠
柳
）
 

太
田
マ
キ
 

（
太刀
打
）
 

伊
藤
文
太
郎
、
荒
関
武
男
、
 

伊
藤
正
春
、
山
形
清
 

（漆
川
）
 

高
橋
義
正
 

（唐
研
（櫛
）
 

高
橋
多
一
郎
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

（
水野
尾
）
 

森
義
則
 

（
野崎
）
 

高
橋
光
夫
 

（
太刀
打
）
 

伊
藤
清
三
郎
、
小
川
キ
エ
、
 

小
川
シ
サ
、
小
川
仁
市
、
新
谷
 

恭
一
、
伊
藤
角
広
、
荒
関
利
雄
 

（悪
戸
）
 

高
橋
茂
作
 

（石
岡
）
 

寺
田
利
雄
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

（
唐笠
柳
）
 

太
田
吉
男
 

（
太刀
打
）
 

小
野
武
美
、
片
岡
勇
助
、
春
 

藤

ハ
ッ
ェ
、
山
田
実
、
和
田
幸
 

男
、
斎
藤
忠
市
 

（
悪戸
）
 

高
橋
は
ぎ
江
 

（石
岡
）
 

佐
々
木
柾
則
、
寺
田
辰
三
郎
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

（
水野
尾
）
 

太
田
八
郎
、
太
田

一
三
、
太
 

田
勝
善
、
小
坂
嘉
四
男
、
高
橋
 

み
き
、
小
坂
勝
昭
、
森
武
、
春
 

藤
伝
蔵
、
須
藤
己
之
松
、
清
野
 

敏
夫
 （

吹畑
）
 

寺
田
サ
ナ
 

（
太
刀
打
）
 

新
谷
竹
次
郎
、
藤
森
豊
太
郎
 

松
本
作
右
工
門
、
山
形
操
、
島
 

村
き
さ
、
島
村
千
代
太
郎
 
 

（
太
刀
打
）
 

藤
森
茂
実
、
山
川
定
吉
、
高
 

杉
」
勇
 

（
悪戸
）
 

佐
々
木
粕
次
郎
、
高
橋
永
治
 

（石
岡
）
 

佐
々
木
兼
作
、
寺
田
キ
ク
エ
 

寺
田
東
太
郎
、
佐
々
木
安
雄
 

（
漆
川
）
 

伊
藤
清
、
大
村
喜
一
郎
、
木
 

村
勇

一
、
高
谷
長
一
郎
 

（
米
田
）
 

笹
森
兼
汰
郎
、
前
田
多
市
、
 

太
田
き
み
 

（
一
の
坪
）
 

対
馬
蔵
次
郎
、
対
馬
す
倉
、
 

神
彦
一
 

中

川
地
区
 

◆
1
7年
連
続
完
納
者
 

（
田
川
）
 

奈
良
た
け
 

◆
1
6年
連
続
完
納
者
 

（
田川
）
 

奈
良
嘉
志
男
、
山
形
四
郎
 

（
中泊
）
 

高
橋
長
吉
 

（
川
山
）
 

藤
森
登
志
江
、
館
山
キ
ョ
エ
 

藤
森
康
雄
、
高
田
豊
太
郎
 

◆
1
3年
連
続
完
納
者
 

（
田
川
）
 

神
祐
造
 

（川
山
）
 

藤
森
栄
造
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

（
田川
）
 

山
形
春
吉
、
山
形
常
雄
、
平
 

山
清

一
、
山
形
弥
次
郎
 

（種
井
）
 

古
川
正
彦
、
古
川
み
よ
の
、
 

高
橋
敏
江
、
奈
良
岡
繁
雄
、
高
 

橋
良
 （川

山
）
 

小
田
桐
小
左
工
門
、
佐
藤
金
 

吾
、
館
山
要
吉
、
藤
森
栄
次
郎
 

石
岡
ヤ
ェ
、
葛
西
嘉
蔵
、
川
瀬
 

喜
代
】
、
奈
良
岡
繁
太
郎
、
藤
 

森
邦
太
郎
、
藤
森
邦
四
郎
、
藤
 

森
竹
太
郎
、
吉
岡
仁
左
工
門
、
 

藤
森
恵
三
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

（
田川
）
 

奈
良
松
男
 

（種
井
）
 

古
川
作
一
郎
、
古
田
鉄
男
、
 





⑩
 

（
若
山）
 

斎
藤
貢
 

（
平町
）
 

斎
藤
保
次
郎
 

（杉
派
立
）
 

成
田
彦
一
、
松
野
十
三
雄
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

（福
山
）
 

小
田
桐
利
信
 

（
松
野
木
）
 

成
田
竹
四
郎
、
長
尾
清
次
郎
 

（杉
派
立
）
 

高
橋
秀
太
郎
、
高
橋
三
次
郎
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

（福
山
）
 

佐
た
木
良
雄
 

（神
山
）
 

成
田
繁
光
 

（
平
町）
 

工
藤
光
弘
 

（
杉
派
立
）
 

土
岐
昌
道
、
長
橋
リ
ン
ゴ
出
 

荷
組
合
代
表
土
岐
新
逸
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

（
浅
井）
 

藤
田
ス
ョ
、
伊
藤
準
一
 

倉
山

）
 

石
岡
ト
ョ
、
今
賢
之
助
 

（
野
里
）
 

石
岡
周
助
 

（神
山
）
 

小
山
内
勝
三
郎
、
松
野
憲
一
 

（
福
岡）
 

片
岡
勇
吉
 

（
石
田坂
）
 

小
山
内
長
一
郎
 

（
平
町
）
 

竹
内
一
郎
 

（
杉
派
立
）
 

土
岐
高
麗
子
、
土
岐
賢
作
、
 

畑
林
養
豚
組
合
代
表
斎
藤
保
次
 

郎
 ◆

2
年
連
続
完
納
者
 

（
豊
成）
 

藤
原
健
吾
 

（福
山
）
 

石
岡
成
男
、
島
谷
富
義
、
小
 

田
桐
政
吉
 

（
野
里）
 

土
岐
義
吉
 

（神
山
）
 

千
葉
米
三
郎
、
安
田
重
義
 

（
松野
木
）
 

長
内
鉄
雄
、
長
尾
武
雄
、
長
 

尾
広
 

r
（福
岡
）
 

中
川
与
四
郎
、

工
藤
藤
次
郎
 

佐
々
木
義
雄
、
横
島
貞
吉
 

（若
山
）
 

高
谷
栄
一
 

。
P
沢
）
 

斎
藤
清
 

（
平町
）
 

斎
藤
兼
光
 

（杉
派
立
）
 

須
藤
作
市
、
松
江
義
英
、
土
 

岐
む
ら
、
木
村
藤
太
郎
、
関
庄
 

司
 

三
好
地

区
 

◆
1
7年
連
続
完
納
者
 

（鶴
ケ
岡
）
 

小
野
さ
だ
、
小
野
定
男
、
小
 

笠
原
金
春
、
小
笠
原
春
造
、
開
 

米
賢
作
、
開
米
啓
治
、
川
浪
弥
 

四
郎
、
開
米
一
己
、
小
山
内
清
 

見
 

（藻
川
）
 

一
戸
直
定
、
 一
戸
良
秋
、

一
 

戸
慶
吉
、
竹
谷
市
三
郎
 

◆
1
6年
連
続
完
納
者
 

（
高
瀬
）
 

小
野
武
三
郎
、
田
中
専
之
助
 

（鶴
ケ
岡
）
 

一
戸
辰
四
郎
、
小
野
三
之
極
 

小
野

一
弥
、
小
野
勝
四
郎
 

（藻
川
）
 

一
戸
勘
吉
、
 一
戸
登
一
郎
、
 

川
浪
金
昇
、
川
浪
一
徳
、
川
浪
 

勝
栄
、
佐
藤
勇
造
、
乗
田
あ
ね
 

乗
田
文
一
、
畑
山
正
栄
 

◆
1
4年
連
続
完
納
者
 

（鶴
ケ
岡
）
 

小
林
繁
氏
 

（藻
川
）
 

一
戸
与
之
助
、
川
浪
多
助
、
 

竹
谷
実
 

◆
1
3年
連
続
完
納
者
 

（鶴
ケ
岡
）
 

小
野
栄
一
、
小
野
繁
雄
、
小
 

野
重
造
、
小
野
ス
ワ
、
小
笠
原
 

久
雄
、
小
笠
原
俊
昭
、
葛
西
重
 

一
、
川
浪
重
次
郎
、
開
米
耕
夫
 

開
米
清
二
、
開
米
隆
一
、
開
米
 

タ
ョ
、
沢
田
武
五
郎
、
木
村
弥
 

一
 

（藻
川
）
 

一
戸
時
雄
、
 一
戸
惣
造
、
小

野
善
七
、
川
浪
定
一
、
川
浪
富

雄
、
工
藤
義
清
、
工
藤
太
、
竹

谷
き
ぬ
ー
の
、外
崎
京
三
、
外
崎
 
 

重
明
、
外
崎
武
夫
、
渡
辺
武
則
、
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

（鶴
ケ
岡
）
 

小
野
蔵
造
、
小
笠
原
昭
雄
、
 

小
笠
原
昭
輝
、
小
笠
原
清
衛
、
 

開
米
き
み
、
白
戸
正
一
 

（藻
川
）
 

川
浪
豊
登
、
工
藤
栄
、
竹
谷
 

雄
造
 （藻

川
）
 

乗
田
金
次
郎
、
乗
田
仁
右

ェ
 

門
 ◆

1
1年
連
続
完
納
者
 

（
高
瀬）
 

小
野
善
四
郎
、
小
野
正
一
 

（鶴
ケ
岡
）
 

小
野
柾
雄
、
長
尾
甚
七
 

（藻
川
）
 

一
戸
浅
雄
、
川
浪
勝
市
、
川
 

浪
長
三
、
木
村
正
美
、
工
藤
金
 

吉
、
竹
谷
清
治
、
高
橋
竹
松
、
 

野
呂
松
四
郎
、
青
山
金
作
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

（
高
瀬）
 

成
田
充
蔵
 

（鶴
ケ
岡
）
 

小
野
重
夫
、
小
笠
原
一
郎
、
 

長
尾
則
昭
、
長
尾
秋
男
 

（
藻
川）
 

一
戸
万
吉
、
小
野
八
郎
、
川
 

浪
真
吉
、
川
浪
一
強
、
佐
藤
正
 

義
、
佐
藤
柾
次
郎
、
外
崎
真
作
 

（藻
川
）
 

渡
辺
正
義
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

（
高
瀬）
 

木
村
与
作
、
小
野
多
吉
、
成
 

田
清
逸
、
小
野
連
次
郎
 

（鶴
ケ
岡
）
 

一
戸
と
し
、
小
野
博
英
、
小
 

野
清
代
一
、
小
野
昭

一
、
小
野
 

菊
造
、
小
野
博
、
川
浪
勝
正
、
 

開
米
春
吉
、
佐
藤
三
太
郎
 

（藻
川
）
 

岡
本
惣
五
郎
、
小
野
善
工
門
 

川
浪
虎
一
、
工
藤
義
信
、
佐
藤
 

武
四
郎
、
神
義
一
、
高
橋
健
司
 

竹
ハ
倉畠
五
郎
、
成
田
荘
太
郎
、
 

畑
山
栄
、
藤
王
章
園
、
渡
辺
民
 

次
郎
、
川
浪
善
久
 

（鶴
ケ
岡
）
 

小
野
勝
四
郎
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

（
高
瀬）
 

岡
田
久
一
、
木
村
直
四
郎
、
木
 
 

村
荘
、
木
村
義
明
、
木
村
勝
四

郎
、
木
村
勝
四
郎
、
長
尾
源
次

郎
、
 一
戸
嘉
四
、
長
尾
勝
四
郎
 

（鶴
ケ
岡
）
 

相
内
吉
春
、
小
笠
原
義
雄
、
 

小
笠
原
さ
く
ら
、
小
笠
原
四
郎

葛
西
喜
代
治
、
加
藤
礼
一
、
開

米
忠
造
、
開
米
清
、
沢
田
巌
、
 

長
尾
徳
一
、
渡
辺
福
次
郎
、
小

野
鉄
郎
 

（藻
川
）
 

川
浪
孝
一
、
 一
戸
助
六
、
岡

本
豊
勝
、
小
野
雄
一
、
川
浪
三

郎
兵
衛
、
川
我
長
五
郎
、
川
浪

与
作
、
川
浪
裕
一
、
川
浪
民
也

川
浪
衛
佐
男
、
川
浪
昇
夫
、
佐

藤
彦
三
郎
、
佐
藤
巳
次
郎
、
笹

木
清
市
、
高
橋
利
夫
、
高
橋
権

四
郎
、
高
橋
竹
造
、
高
橋
越
雄

乗
田
義
秋
、
乗
田
勇
、
乗
田
市

雄
、
乗
田
金
五
郎
、
畑
山
久
一
一

夫
、
加
藤
雄
弥
、
渡
辺
武
雄
、
 

一
戸
兼
次
郎
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

（鶴
ケ
岡
）
 

伊
藤
春
夫
、
小
野
秋
雄
、
小

野
四
郎
、
小
野
清
司
、
桜
庭
林

造
、
渡
辺
勝
蔵
 

（藻
川
）
 

加
藤
文
明
、
高
橋
恒
、
高
橋

満
広
、
高
橋
密
義
、
外
崎
勇
作

乗
田
兼
五
郎
、
乗
田
誠
義
、
奈

良
良
一
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

（鶴
ケ
岡
）
 

外
崎
睦
夫
、
渡
辺
賢

一
 

（藻
川
）
 

一
戸
一
傑
、
川
浪
尚
江
、
伝
法

文
」
「
野
呂
博
美
、
乗
田
正
則

栄
地

区
 

◆
1
7年
連
続
完
納
者
 

（
七
ッ
館
）
 

田
中
博
、
斎
藤
起
 

（
稲
実）
 

鹿
内
武
夫
 

（
姥
泡
）
 

木
村
作
逸
 

（
猫測
）
 

藤
田
和
俊
、
藤
田
忠
造
 

◆
1
4年
連
続
完
納
者
 

（
七
ッ
館
）
 

葛
西
要
五
郎
、
藤
田
永
作
 

◆
1
3年
連
続
完
納
者
 

菊
池
作
次
郎
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 



（
七
ッ
館
）
 

白
戸
為
教
、
山
田
喜
代
治
、
 

鳴
海
嘉
七
、
葛
西
誠
 

、
 

（稲
美
）
 

ぐ
 

山
内
彦
作
 

（
姥
蒐
）
 

木
村
柾
五
郎
、
木
村
正
三
 

（湊
）
 

三
橋
栄
悦
、
平
山
弥
一
郎
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

工
藤
文
男
、
平
山
勝
三
、
平
 

山
友
次
郎
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

（
七
ッ
館
）
 

加
藤
正
三
、
工
藤
次
広
、
鳴
 

海
文
一
、
斎
藤
茂
、
白
戸
隆
義
 

白
戸
金
四
郎
、
鳴
海
博
 

（
稲
美）
 

一
戸
甚
作
、
菊
池
徳
一
 

（姥
蒐
）
 

木
村
茂
、
木
村
久
、
藤
田
盛
 

栄
、
木
村
文
蔵
 

（猫
測
）
 

岩
測
文
三
郎
、
藤
田
武
雄
、
 

藤
田
清
次
郎
 

（
一1
1
ッ
谷
）
 

坂
本
兼
作
 

（湊
）
 

平
山
慶
吉
、
藤
田
平
一
、
木
 

村
泰
治
、
小
野
弥
十
郎
、
平
山
 

房
五
郎
、
三
橋
清
次
部
、
桜
庭
 

と
さ
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

（
稲
実）
 

山
内
惣
馬
太
郎
 

（姥
落
）
 

平
山
二

1
1
1
 

（
猫測
）
 

藤
田
金
作
、
藤
田
ト
シ
 

（湊
）
 

平
山
勇
作
、
小
田
桐
吉
実
、
 

三
上
平
蔵
 

◆

6
年
連
続
完
納
者
 

（
七
ツ
館
）
 

白
戸
徳
義
 

（
姥
蓮
）
 

木
村
慶
喜
、
藤
田
ソ
ノ
 

（
猫
測
）
 

藤
田
の
り
 

（
湊
）
K
K
弘
前
自
動
車
整
 

備
工
場
 

◆

4
年
連
続
完
納
者
 

（
広
田
）
 

山
田
秀
雄
、

K
K
青
森
ト

ョ
 

ペ
 
ッ
ト
 

（
稲
実
）
 

一
戸
由
太
郎
、
今
梅
の
枝
 

（
姥
港
）
 

平
山
武
夫
 

（
湊
）
 

木
村
覚
与
、
秋
田
武
春
、
佐
 

藤
吉
右

工
門
、
平
山
柾
五
郎
、
 

平
山
正
男
 

◆

2
年
連
続
完
納
者
 

（
七
ッ
館
）
 

白
戸
伊
之
助
 

（
広
田
）
 

小
田
桐
竹
美
、
K
K
日
産
プ
 

リ
ン
ス
青
森
販
売
西
北
営
業
所
 

栄
農
業
協
同
組
合
 

（
稲
実
）
 

山
内
国
雄
、
山
田
正
夫
、
 一
 

戸
義
明
、
加
藤
良
雄
、
菊
池
セ
 

ツ
 （

姥
港
）
 

木
村
慶
順
、

K
K
五
所
川
原
 

日
産
自
動
車
商
会
、
工
藤
千
代
 

美
、
羽
賀
て
る
よ
 

（
猫
測
）
 

菊
池
勝
江
 

（
三
ッ
谷
）
 

坂
本
軍
悦
郎
、
中
島
力

】
、
 

三
浦
広
光
、
五
所
川
原
中
央
自
 

動
車
学
校
 

（
湊
）
 

平
山
友
太
郎
、
平
山
喜
八
郎
 

葛
西
直
作
、
沢
田
直
秀
、
工
藤
 

誠
一
、
長
尾
さ
し
、
平
山
ッ
ヤ
 

平
山
ッ
ナ
、
林
与
四
郎
 

（
広
田
）
 

山
田
三
蔵
 

七
和

地

区
 

◆
W
年
連
続
完
納
者
 

（
高
野
）
 

小
笠
原
友
次
郎
 

（
羽
野
木
沢
）
 

長
崎
タ
マ
 

◆
1
4年
連
続
完
納
者
 

（
高
野
）
 

小
笠
原
豊
蔵
、
福
士
行
雄
、
 

堀
内
昭
吉
 

（
持
子
沢
）
 

三
上
又
一
郎
 

（
羽
野
木
沢
）
 

阿
部
保
信
、
阿
部
金
太
郎
 

（
原
子
）
 

土
岐
っ
な
、
伊
藤
浪
三
郎
、
 

柳
原
理
郎
 

◆
1
3年
連
続
完
納
者
 

（
高
野
）
 
 

今
専
」
廓
、
小
笠
原
忠
治
、
 

楠
美
の
ぶ
、
佐
々
木
建
一
、
浅
 

利
精
1
1
一
 

（
前
田
野
目）
 

大
坂
徳
太
郎
 

（
羽
野
木
沢）
 

伊
藤
源
司
、
阿
部
円
次
郎
 

（
原
子）
 

佐
藤
き
さ
、
柳
原
賢
太
郎
、
 

青
銀
原
子
支
店
、
阿
部
芳
五
郎
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

（
高野
）
 

福
士
敏
明
 

（
羽
野
木
沢）
 

斎
藤
慶
作
、
阿
部
鉄
四
郎
 

（
原子
）
 

宮
崎
竹
治
、
川
口
本

一
、
阿
 

部
慶
五
郎
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

（
原子
）
 

松
山
与
五
郎
、
斎
藤
り
つ
 

（
持
子
沢
）
 

斎
藤
清
、
三
上
ち
か
 

（
高野
）
 

福
士
茂
、
福
士
由
五
郎
、
福
 

士
百
合
、
堀
内
信
夫
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

（
原子
）
 

阿
部
多
助
、
阿
部
松
三
郎
、
阿
 

部
千
代
太
郎
、
雨
森

、、、
サ
、伊
 

藤
八
太
郎
、
伊
藤
清
、
伊
藤
末
 

吉
、
伊
藤
昭
義
、
兼
成
由
太
郎
 

久
米
田
ま
せ
こ
、
小
林
喜
八
、
 

斎
藤
滝
五
郎
、
宮
崎
丑
太
郎
、
 

斎
藤
勝
雄
 

（
羽野
木
沢
）
 

阿
部
喜
一
郎
、
阿
部
与
七
郎
 

阿
部
秀
四
郎
、
阿
部
多
平
、
阿
 

部
四
雄
、
小
林
繁
成
、
斎
藤
平
 

助
 

（
前
田野
目
）
 

唐
牛
武
男
、
福
士
新
一
、
新
 

谷
啓
一
、
福
士
良
吉
 

◆

8
年
連
続
完
納
者
 

（
原子
）
 

阿
部
文
太
郎
、
阿
部
尚
巣
、
 

伊
藤
柾
吉
、
伊
藤
正
雄
、
斎
藤

昌
幸
、
斎
藤
一
二
、
斎
藤
リ
エ
 

（
羽野
木
沢
）
 

阿
部
角
太
郎
、
阿
部
与
七
、
 

阿
部
と
せ
、
小
林
清
治
、
斎
藤

徳
隆
、
宮
崎
浩

一
、
阿
部
勝
蔵
 

（
持子
沢
）
 

阿
部
浪
三
 

（
前田
野
目
）
 
 

工
藤
さ
な
、
対
馬
秀
雄
、
成
 

田
徳
次
郎
 

（
高
野
）
 

小
笠
原
竹
之
助
、
工
藤
幸
助
 

斎
藤
秀
雄
、
福
士
良
一
、
福
士
 

孝
一
 

◆

6
年
連
続
完
納
者
 

（
原子
）
 

阿
部
三
之
亜
、
雨
森
チ
ネ
、
 

今
村
謙
、
斎
藤
定
吉
、
阿
部
英
 

一
 
一
  

（
羽
野
木
沢
）
 

阿
部
清
信
、
阿
部
勝
司
、
阿
 

部
稔
、
 
阿
部
秀
吉
、
 
太
田
次
 

男
、
斎
藤
貞
蔵
、
宮
崎
孝
治
、
 

宮
崎
善
司
、
阿
部
達
三
 

（
持
子
沢
）
 

小
笠
原
豊
秋
 

（
前
田
野
目
）
 

新
谷
勇
蔵
、
大
坂
男
治
、
斎
 

藤
勇
蔵
、
斎
藤
島
吉
、
斎
藤
忠
 

三
郎
、
斎
藤
良
栄
、
斎
藤
栄
造
 

斎
藤
正
夫
 

（
高
野
）
 

福
士
光
男
、
堀
内
秀
城
 

◆

4
年
連
続
完
納
者
 

・

（
原
子
）
 

斎
藤
静
枝
 

（
羽
野木
沢
）
 

阿
部
し
な
、
阿
部
謙
五
郎
、
 

阿
部
祥
吾
、
伊
藤
武
一
、
佐
藤

カ
ス
、
松
尾
喜
市
 

（
持
子
沢
）
 

小
笠
義
助
、
持
子
沢
共
同
防

除
組
合
、
阿
部
武
作
 

（
前
田
野
目
）
 

新
谷
彦
司
、
新
谷
貞
次
郎
、
 

新
谷
邦
雄
、
新
谷
健
作
、
工
藤

タ
カ
、
斎
藤
谷
吉
、
斎
藤
伊
佐

美
、
前
田
野
目
派
立
振
光
組
合

斎
藤
清
一
 

（
高
野
〕
 

小
笠
原
三
之
助
、
金
谷
由
太

郎
、
工
藤
定
雄
、
楠
美
直
一
、
 

福
士
喜
代
吉
、
横
山
武
司
、
山

高
り
ん
ご
出
荷
組
合
 

◆

2
年
連
続
完
納
者
 

（
高
野
）
 

佐
々
木
兵
太
郎
、
佐
藤
与
市
 

福
士
太
郎
、
丸
岡
善
三
、
葛
西
 

治
郎
勝
 

（
前
田野
目
）
 

新
谷
市
太
郎
、
新
谷
和
次
郎
 

新
谷
久
治
、
大
坂
幸
作
、
佐
々
 

木
亮
己
 



清
治
、
竹
部
則
義
、
神
光
則
、
 

成
田
良
治
、
斎
藤
啓
吉
、
戸
沢
 

多
吉
、
成
田
嘉
市
 

（
中泉
）
 

成
田
敏
則
、
成
田
慶
作
、
成
 

田
長
作
、
成
田
義
治
 

（
梅
田）
伊
藤
正
敏
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

（
梅
田
）
 

金
丸
義
和
、
佐
藤
桃
太
郎
、
 

前
田
健
造
、
前
田
直
三
郎
、
伊
 

藤
正
規
、
船
越
兼
太
郎
、
伊
藤
 

金
陸
、
伊
藤
徳
衛
、
福
士
茂
雄
 

（
中泉
）
 

工
藤
松
四
郎
 

◆
6
年
連
続
完
納
者
 

（
梅
田
）
 

佐
藤
武
彦
、
佐
藤
ミ
ョ
、
前
 

田
一
、
鈴
木
光
三
、
福
井
義
男
 

佐
藤
登
美
、
戸
沢

一
義
、
柳
原
 

賢
吉
、
前
田
輝
衛
 

（
中泉
）
 

有
馬
勝
雄
、
関
正
、
神
勝
雄
 

（梅
田
）
 

前
田
性
策
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

（
梅
田
）
 

角
田
栄
一
、
福
士
勝
四
郎
、
 

伊
藤
き
み
み
、
浅
利
善
行
、
木
 

村
昭
陸
、
成
田
嘉
四
蔵
、
成
田
 

清
蔵
 

◆
2
年
連
統
完
納
者
 

（
梅
田
）
 

土
岐
誠
一
、
慌
関
藤
雄
 

毘
沙

門
地

区
 

◆
1
4年
連
続
完
納
者
 

（
毘
沙
門
）
 

泉
谷
正
志
、
三
ケ
田
賢
造
、
 

山
口
智
弘
 

（
長富
）
 

小
笠
原
富
太
郎
、
小
笠
原
イ
 

ソ
 ◆

1
3年
連
続
完
納
者
 

（
毘
沙
門
）
 

成
田
知
．山
口
竹
男
、
成
田
貫
逸
 

（
長
富
）
 

荒
関
万
之
助
、
太
田
定
義
、
 

太
田
富
造
、
木
村
清
三
郎
、
斎

藤
ョ
シ
、
桜
井
粕
雄
、
白
取
ミ

キ
、
其
田
美
代
治
、
た
こ
島
長

三
郎
、
高
橋
セ
ィ
允
、
高
木
重

視
、
高
木
勘
十
郎
、
鳴
海
繁
八
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

（
毘
沙
門
）
 

太
田
良
雄
、
北
川
柾
昭
、
沢
 
 

田
守
利
、
杉
山
み
つ
、
田
村
I
 

春
、
成
田
俊
雄
、
福
間
光
雄
、
 

前
田
直
四
郎
、
松
沢
三
五
兵
衛

山
口
竹
四
郎
、
山
口
勇
、
山
ロ

泰

一
、
山
口
一
一
一三
 

（
長富
）
 

太
田
由
雄
、
角
田
善
吉
、
片

山
乃
武
男
、
木
村
清
八
、
斎
藤

秀
成
、
斎
藤
ナ
ル
、
其
田
ヒ
サ

イ
、
原
田
敬
作
、
藤
森
ェ
ッ
、
 

松
川
松
太
郎
 

◆
1
1年
連
統
完
納
者
 

（毘
沙
門
）
 

太
田
春
悦
、
太
田
省
三
、
佐

藤
豊
三
郎
、
杉
山
治
、
杉
山
一

郎
、
田
村
久
四
郎
、
長
峰
重
雄

成
田
勇
三
、
福
間
要
一
、
山
口

実
、
 
山
口
善
太
郎
、
 
山
口
又

一
、
山
口
由
光
 

（
長富
）
 

小
野
金
作
、
木
村
義
一
、
桜

井
国
四
郎
、
其
田
男
茶
、
高
橋

義
就
、
原
田
万
三
、
松
川
良
雄

三
浦
武
一
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

（毘
沙
門
）
 

笠
井
重
」
廊
、
北
川
光
男
、
北

川
松
太
郎
、
北
川
弥
九
郎
、
北

川
鉄
雄
、
北
川
平
内
、
北
川
要

二
郎
、
工
藤
治
右
衛
門
、
佐
藤

善
衛
門
、
佐
藤
忠
丈
、
佐
藤
武

太
郎
、
佐
藤
武
次
郎
、
沢
田
喜

四
太
郎
、
中
田
幸
作
、
山
口
一

雄
、
山
口
弥
五
郎
 

（
長富
）
 

中
元
松
五
郎
、
中
元
竹
三
郎

松
川
米
八
 

◆
8
年
連
続
完
納
者
 

（毘
沙
門
）
 

石
岡
仁
次
郎
、
笠
井
元
広
、
 

工
藤
柾
右
工
門
、
佐
藤
「
唇
夫

沢
田
春
男
、
杉
山
吉
五
郎
、
三

ケ
田
光
治
、
山
口
清
作
 

（
長富
）
 

荒
関
育
子
 

◆
6
年
連
統
完
納
者
 

（毘
沙
門
）
 

北
川
明
、
北
川
忠
雄
、
北
川

清
一
、
佐
藤
春
男
、
沢
田
勝
頼

杉
山
秋
広
、
杉
山
辰
之
助
、
杉

山
岩
男
、
田
中
茂
、
田
村
道
三

山
口
吉
弥
、
山
口
栄
造
、
山
口

栄
太
郎
、
山
口
伝
四
郎
、
山
口

繁
雄
 （

長富
）
 
 

斎
藤
忠
則
、
高
橋
子
之
太
郎
 

藤
森
万
四
郎
、
増
田
兵
一
、
増
 

田
清
三
郎
、
増
田
光
信
、
増
田
 

誠
、
山
口
勇
次
郎
 

◆
4
年
連
続
完
納
者
 

（毘
沙
門
）
 

笠
井
富
栄
、
北
川
成
四
郎
、
 

佐
藤
勲
、
杉
山
伸
彦
、
対
馬
寛
 

三
、
中
谷
末
彦
、
山
口
義
長
 

（
長
富
）
 

白
取
昭
、
中
元
武
造
、
松
川
 

利
春
 

◆
2
年
連
続
完
納
者
 

（毘
沙
門
）
 

秋
田
昭
四
、
太
田
群
三
、
北
 

川
忠
義
、
佐
藤
粕
亜
、
沢
田
卯
 

右
工
門
、
成
田
正
則
、
松
田
喜
 

一
、
杉
山
武
雄
 

（
長富
）
 

小
野
要
助
、
小
野
柾
四
郎
、
 

其
田
義
成
、
増
田
昭
治
、
杉
山
 

武
四
郎
 

飯

詰
地

区
 

（南
新
）
 

◆
1
1年
連
統
完
納
者
 

長
峰
滋
、
長
峰
政
子
、
太
田
 

義
雄
 （

下
派
立
）
 

浜
館
友
市
 

（曙
町
）
 

岡
田
晴
正
 

（
下岩
崎
）
 

岡
田
鉄
雄
、
坂
本
元
市
、
坂
 

本
ョ
ウ

ー
、
田
辺
洋
三
、
中
谷
 

真
サ
夫
、
其
田
早
苗
 

（
伝
助町
）
 

横
山
政
吉
 

◆
1
6年
連
続
完
納
者
 

（
下派
立
）
 

山
口
正
尚
 

（
下村
）
 

今
実
 

（
下岩
崎
）
 

中
道
三
郎
 

◆
1
4年
連
続
完
納
者
 

（
中
町）
 

対
馬
定
雄
 

（
伝
助町
）
 

三
浦
一
正
、
三
浦
万
四
郎
 

（
新
町）
 

中
谷
兼
太
郎
 

（
寺
町）
 

中
道
顕
成
、
中
道
生

一
 

（
下
派立
）
 

安
田
弥
十
郎
、
山
口
昭
悦
 

（
持子
沢
）
 

'
 

今
幸
、
今
武
三
郎
、
七
和
農
 

協
 （

原
子
）
 

阿
部
忠
治
、
小
林
敏
雄
、
阿
 

部
転
隆
 

（
羽野
木
沢
）
 

阿
部
泰
じ
、
阿
部
円
太
郎
、
 

阿
部
転
吉
、
阿
部
国
江
、
斎
藤
 

正
一
、
斎
藤
平
助
、
奈
良
三
五
 

郎
、
宮
崎
国
夫
、
羽
野
木
沢
農
 

耕
会
 

梅

沢
地
区
 

◆
1
7年
連
続
完
納
者
 

（梅
田
）
 

神
喜
三
郎
、
前
田
周
一
、
浅
 

利
ミ
サ
、
福
士
カ
ッ
、
三
浦

ミ
 

ッ
ョ
、
金
丸
貞
次
郎
、
斎
藤
正
 

則
 

（
中泉
）
成
田
平
内
、
大
谷
 

慶
作
、
大
谷
一
雄
 

◆
1
4年
連
続
完
納
者
 

（
梅
田）
 

鈴
木
治
、
鳴
海
四
郎
 

◆
1
3年
連
続
完
納
者
 

（
梅
田
）
 

斎
藤
田
鶴
子
、
佐
藤
由
太
郎
 

斎
藤
嘉
士
郎
、
永
田
勝
之
助
、
 

斎
藤
茂
行
、
成
田
甚
五
郎
、
林
 

賢
行
、
福
井
さ
わ
、
浜
館
定
光
 

（
中泉
）
 

今
雪
枝
、
神
誠
、
土
岐
正
敏
 

関
幸
雄
、
関
与
吉
 

◆
1
2年
連
続
完
納
者
 

（
梅
田）
 

前
田
豊
作
、
福
井
勇
次
、
野
 

呂
嘉
作
、
石
岡
貞
三
、
鈴
木
馨
 

加
藤
栄
一
、
福
井
英
八
、
佐
藤
 

嘉
代
四
郎
、
前
田
与
三
郎
 

（
中泉
）
 

関
定
雄
、
山
内
係
六
、
関
重
 

六
 （

梅
田）
 

鈴
木
ッ
セ
 

◆
1
1年
連
続
完
納
者
 

（梅
田
）
 

木
村
嘉
十
郎
、
鈴
木
竹
次
郎
 

鳴
海
正
彦
、
三
浦
昭
 

（
中泉
）
 

佐
々
木
ふ
み
裏
、
成
田
敏
保
 

・
 

成
田
由
男
、
成
田
富
雄
、
土
岐

ぐ
 

敏
昭
 

◆
9
年
連
続
完
納
者
 

（梅
田
）
 

前
田
正
、
佐
藤
哲
雄
、
柳
谷
 



◆

1
3年連
続
完
納
者
 

（南
新
）
 

伊
藤
善
代
司
 

ー
 

（伝
助
町
）
 

4
 

横
山
定
信
、
角
田
美
喜
悦
 

（
新
町）
 

山
口
賢
吉
 

（
下町
）
 

松
野
広
守
、
渋
谷
ナ
リ
 

（
上町
じ
 

中
谷
勝
太
郎
 

（
長坂
）
 

太
田
藤
一
郎
 

（
味噌
ケ
沢
）
 

葛
西
政
市
 

（
下岩
崎
）
 

其
田
勉
、
増
田
繁
幸
、
三
浦
 

勝
」
『
松
本
孝
一
、
其
田
良
逸
 

◆
1
2年連
続
完
納
者
 

（坂
ノ
上
）
 

鳴
海
千
代
作
、
鳴
海
佐
吉
、
 

三
浦
国
雄
 

（南
新
）
 

太
田
粕
、
奈
良
鉄
雄
、
工
藤
 

随
源
 

（
北
新）
 

光
村
豊
治
、
今
長
八
、
今
利
 

則
、
其
田
武
光
、
工
藤
繁
雄
、
 

鳴
海
与
之
進
、
藤
森
ナ

ョ
、
黒
 

川
保
春
、
島
谷
喜
久
、
高
橋
和
 

一
三
 中
谷
正
雄
、
鳴
海
実
、
野
 

宮
喜
造
、
中
谷
甚
一
 

（
中
町》
 

木
村
勉
 

（伝
助
町
）
 

岡
田
晴
夫
、
船
水
良
昭
、
三
 

浦
作
左
工
門
、
三
浦
寅
雄
 

（
新
町）
 

中
谷
勝
美
、
野
宮
義
造
、
田
 

中
寅
太
郎
 

（
下
町）
 

其
田
幸
俊
 

（
上町
）
 

小
野
勇
治
、
賀
谷
裕
治
、
奈
 

良
健
次
郎
、
中
谷
庄
左

工
門
、
 

光
井
巌
 

（
寺
町
）
 

今
孫
一
 

（
南
下
）
 

坂
本
直

1
1
1
 

（
下
派
立
）
 

賀
谷
嘉
吉
、
賀
谷
吉
夫
 

（
大
正
町
）
 

船
水
千
代
太
郎
 

（
下
村
）
 
 

榎
本
英
静
 

（
長
坂
）
 

藤
田
清
八
郎
 

（
岩崎
）
 

坂
本
正
夫
美
、
其
田
一
郎
、
 

其
田
清
治
、
其
田
美
代
司
、
加
 

藤
長
四
郎
、
坂
本
サ
ツ
キ
 
（龍
 

一
）
、
加
藤
豊
次
郎
 

（
北
新
）
 

乳
井
進
 

◆
1
1年連
続
完
納
者
 

（
南
新
）
 

奈
良
武
四
郎
 

（
伝
助
町
）
 

成
田
秀
昭
、
三
浦
マ
ネ
、
三
 

浦
万
助
、
三
浦
勇
市
、
三
浦
貞
 

治
、
三
浦
誠
、
三
浦
孫
吉
、
三
 

浦
賢
三
郎
、
三
浦
武
四
郎
、
三
 

浦
喜
代
一
、
三
浦
正
次
 

（
新
町
）
 

高
橋
勝
義
、
中
谷
賢
造
 

（
上
町
）
 

小
野
甚
七
、
田
中
万
之
助
、
 

対
馬
留
之
助
、
中
村
ク

ニ
エ
、
 

中
谷
政
与
、
松
野
恭
一
、
三
橋
 

四
郎
、
清
野
信
之
 

（
中
下
）
 

増
田
新
吉
 

（
下
派
立
）
 

岩
田
文
雄
 

（
味
増
ケ
沢
）
 

山
口
十
四
夫
、
葛
西
嘉
四
雄
 

（
下
岩崎
）
 

坂
本
甚
太
郎
 

◆

9
年
連
続
完
納
者
 

（坂
ノ
上
）
 

板
垣
良
治
、
鳴
海
鶴
松
、
平
 

山
政
雄
 

（
南
新
）
 

木
村
繁
太
郎
、
佐
藤
信
一
、
 

長
峰
き
ょ
、
鳴
海
ョ

コ
、
三
浦
 

八
三
郎
 

（
北
新
）
 

和
島
豊
吉
 

（
伝
助
町
）
 

船
水
勝
美
 

（
上
町
）
 

大
久
保
勘
三
、
中
谷
一
郎
、
 

高
橋
は
る
る
 

（
大
日
町
）
 

岩
田
柾
吉
、
大
久
保
邦
雄
、
 

笠
井
正
昭
、
坂
本
与
一
、
坂
キ
 

こ、
、其
田
功
 

◆

8
年
連
続
完
納
者
 

（坂
ノ
上
）
 
 

「
属
兼
蔵
 

（南
新
）
 

秋
元
兼
太
郎
、
乳
井
倉
之
助
 

（
新
町
）
 

尾
野
留
勝
、
開
米
武
雄
、
奈
 

良
岡
由
右
工
門
、
野
宮
盛
夫
、
 

前
田
定
四
郎
、
和
島
栄
、
和
島
 

常
作
、
前
田
柾
一
、
松
野
武
雄
 

（
上
町）
 

平
山
亀
吉
 

（
寺
町）
 

中
道
信
夫
 

（
下
派
上）
 

奥
野
万
十
郎
 

（
下
村
）
 

中
谷
兵
四
郎
 

（
下
岩崎
）
 

其
田
富
雄
、
其
田
鉄
雄
 

（坂
ノ
上
）
 

鳴
海
秀
勝
 

◆

6
年
連
続
完
納
者
 

（朝
日
）
 

笠
井
三
太
郎
 

（坂
ノ
上
）
 

其
田
金
義
、
対
馬
卓
美
、
鳴
 

海
安
太
郎
、
前
田
勘
四
郎
、
三
 

浦
義
衛
 

（南
新
）
 

今
集
次
郎
、
長
峰
正
直
、
松
 

下
茂
、
柳
原
正
市
 

（
北新
）
 

和
島
リ

マ
 

（伝
助
町
）
 

其
田
み
ゃ
、
鳴
海
重
次
郎
 

（
新
町）
 

中
谷
竹
四
郎
 

（
上
町）
 

田
中
俊
雄
 

（
大
日町
）
 

山
口
元
市
 

（
あ
けぼ
の
町
）
 

今
信
一
、
坂
本
四
郎
、
須
藤
 

忠
光
 （

長坂
）
 

長
峰
末
三
郎
 

（
下岩
崎
）
 

坂
本
礼
蔵
、
坂
本
儀
助
、
其
 

田
徳
市
郎
 

◆

4
年
連
続
完
納
者
 

（
興
隆）
 

小
田
桐
喜
太
郎
 

（朝
日
）
 

鳴
海
惣
太
郎
 

（坂
ノ
上
）
 

和
島
政
弘
 
 

9用
新
）
 

長
峰
喜
八
郎
 

（
北
新）
 

原
平
吉
 

（伝
助
町
）
 

船
水
柾
太
郎
 

（
上
町）
 

田
中
勝
雄
、
奈
良
岡
佐
市
郎
 

飯
詰
川
土
地
改
良
区
 

（
あ
け
ぼ
の
町
）
 

須
藤
栄
、
平
山
広
光
、
中
谷
 

直
蔵
、
原
イ
マ
 

◆

2
年
連
続
完
納
者
 

（
興
隆
）
 

対
馬
米
蔵
、
太
田
祐
治
 

（
坂
ノ
上
）
 

櫛
引
富
士
雄
、
中
谷
得
悦
、
 

鳴
海
博
樹
、
」
肩
松
雄
、
平
山
 

忠
一
、
鳴
海
則
義
 

（
南
新）
 

乳
井
勇
、
柳
原
嘉
四
郎
、
鳴
 

海
武
則
 

（
北
新
）
 

荒
谷
満
広
、
坂
本
俊
一
、
島
 

谷
進
、
山
中
長
之
助
 

（
中町
）
 

木
村
正
広
 

（
伝
助町
）
 

中
村
良
一
、
秋
元
稔
子
 

（新
町
）
 

今
広
勝
、
和
島
ィ
マ
 

（
下町
）
 

前
田
惣
作
 

（
上
町
）
 

神
武
郷
 

（
大
日
町）
 

加
藤
芳
、
佐
々
木
二
郎
、
平
 

山
亀
市
 

（南
下
）
 

今
健
一
 

（
北
下）
 

三
上
正
義
 

（
下派
立
）
 

賀
谷
幸
男
、
成
田
四
郎
、
浜
 

館
静
二
、
三
上
松
四
郎
、
三
上
 

兼
雄
、
浜
館
正
一
 

（
曙
町
）
 

竹
林
賢
吉
 

（
下
岩崎
）
 

増
田
繁
昌
、
坂
本
繁
成
、
其
 

田
定
勝
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